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　市は、３月定例市議会（２月２９日から３月２６日まで開会）に、平成２０
年度一般会計当初予算案や特別会計当初予算案、諫早市後期高齢者医療
に関する条例案、諫早市ふれあい施設条例の一部を改正する条例案など
４１議案を提出し、現在市議会において審議されています。
　また、吉次市長は市議会の開会にあたり、平成２０年度の施政方針を表
明しました。この方針は、「諫早市総合計画」に基づき、市政の運営や
重要な施策などについて、市長の考え方を述べたものです。
　市は、市議会や市民の皆さまと一緒に考え、よりよい施策を実施して
いきたいと考えています。

　

本
年
は
、
新
市
が
発
足
し
て
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

私
は
、
初
代
市
長
と
し
て
就
任
し
て
以
来
、
市
の
将
来

都
市
像
で
あ
る
「
ひ
と
が
輝
く
創
造
都
市
・
諫
早
」
の
実

現
を
目
指
し
、
新
庁
舎
、（
仮
称
）
こ
ど
も
の
城
、
諫
早
中

央
保
育
所
と
諫
早
幼
稚
園
の
合
築
、
各
地
区
の
ふ
れ
あ
い

施
設
の
整
備
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
ど
も
準

夜
診
療
セ
ン
タ
ー
や
妊
婦
健
康
診
査
な
ど
の
子
育
て
支
援
、

高
齢
者
福
祉
の
充
実
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
市
立

小
中
学
校
や
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
教
育
環
境
の
整
備
、

ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
生
活
排
水
対
策

の
推
進
、
道
路
の
整
備
な
ど
市
民
の
皆
さ
ま
が
「
諫
早
に

住
ん
で
良
か
っ
た
。」と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
諫
早
市
を
展
望
し
ま
す
と
、
す
で
に
防
災
機
能

を
発
揮
し
て
お
り
ま
す
諫
早
湾
干
拓
事
業
が
完
工
し
、
干

拓
堤
防
道
路
も
供
用
開
始
さ
れ
、
い
よ
い
よ
４
月
か
ら
営

農
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
に
開
催
さ
れ
ま
す
第　

回
国
民
体
育

２６

６９

大
会
の
開
・
閉
会
式
や
陸
上
競
技
の
会
場
に
県
立
総
合
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
九
州
新
幹

線
西
九
州
ル
ー
ト
（
長
崎
ル
ー
ト
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、

２
月　

日
政
府
・
与
党
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
開
催
さ

２７

れ
、
昨
年　

月
の
長
崎
県
、
佐
賀
県
、
J
R
九
州
の
間
の

１２

基
本
合
意
を
踏
ま
え
、
着
工
に
必
要
な
条
件
が
確
認
さ
れ
、

着
工
に
つ
い
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
西
九
州
地
域
の
将
来
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の
発
展
の
た
め
、
早
期
の
着
工
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
国
体
開
催
や
新
幹
線
開
通
に
伴
う
ま
ち

づ
く
り
、
さ
ら
に
は
、
道
路
整
備
な
ど
諸
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。

　

私
は
、「
市
民
主
役
」「
対
話
の
市
政
」
を
基
本
に
、
今

後
も
行
政
の
簡
素
化
・
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
み
、
市
政
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
厳
し
い
財

２０

政
状
況
の
中
、
経
常
経
費
の
縮
減
に
努
め
な
が
ら
も
、
総

合
計
画
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

市
民
生
活
の
安
全
安
心
に
重
点
を
置
い
た
予
算
を
計
上
し

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

道
路
特
定
財
源
問
題

　

国
に
お
い
て
は
、
揮
発
油
税
な
ど
道
路
特
定
財
源
の
暫

定
税
率
な
ど
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
暫

定
税
率
が
廃
止
さ
れ
ま
す
と
、
多
く
の
地
方
自
治
体
で
は
、

道
路
の
新
設
改
良
ば
か
り
で
な
く
、
既
存
道
路
の
維
持
補

修
が
困
難
に
な
る
な
ど
、
最
も
根
幹
的
な
社
会
基
盤
で
あ

る
地
方
の
道
路
整
備
に
重
大
な
支
障
を
来
た
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
道
路
特
定
財
源
は
、
道
路
整
備
の
た
め
の
財
源

で
あ
り
、
交
通
の
要
衝
で
あ
る
本
市
の
道
路
整
備
の
促
進

は
、
市
の
発
展
に
必
要
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
、
暫
定
税
率

を
含
め
た
現
行
の
税
率
水
準
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
一

般
財
源
化
す
る
こ
と
な
く
必
要
な
道
路
財
源
が
確
保
で
き

る
よ
う
全
国
市
長
会
な
ど
と
も
連
携
し
、
国
に
対
し
強
く

要
望
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
去
る
２
月　

日
、
県
内
の
全
市
町
の
総
意
と
し

２６

て
、
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
を
含
め
た
現
行
の
税
率

水
準
の
維
持
な
ど
道
路
整
備
の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
に

つ
い
て
緊
急
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
庁
舎
施
設
整
備
事
業

　

新
庁
舎
施
設
整
備
事
業
は
、
国
な
ど
の
指
名
停
止
措
置

に
伴
い
計
画
が
１
年
遅
れ
ま
し
た
が
、
改
め
て
平
成　

年
２０

度
の
当
初
予
算
に
庁
舎
整
備
関
係
の
予
算
を
計
上
し
、
契

約
案
件
な
ど
所
要
の
手
続
を
進
め
、
平
成　

年
中
の
完
成

２１

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
《
建
物
概
要
》
地
上　

階
地
下
１
階
建
、
延
べ
床
面
積
１
８
、
０

１０

０
０
平
方�
、　
（
総
事
業
費　

億
円
）

５０

　
（
仮
称
）
こ
ど
も
の
城
の
整
備

　
（
仮
称
）
こ
ど
も
の
城
は
、
未
来
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
が

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
活
か
し
な
が
ら
、
主
体
的
に
様
々

な
活
動
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
豊
か
な
心
と
生
き
る

力
を
培
っ
て
い
く
場
と
機
会
を
提
供
す
る
施
設
で
あ
り
ま

す
。
昨
年　

月
に
着
工
し
、
平
成　

年
春
の
開
館
を
目
指

１０

２１

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
子
ど
も
や
親
な
ど
対
象
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
、
ス
タ
ッ
フ
の
養
成
、
利
用
団
体
や
支
援
団
体
と
の

連
携
な
ど
本
格
的
な
準
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

開
館
後
の
運
営
や
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
活
動

体
験
会
な
ど
を
積
極
的
に
設
け
、
市
民
皆
さ
ま
の
ご
意
見

も
い
た
だ
き
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

《
建
物
概
要
》
遊
び
ス
ペ
ー
ス
、
も
の
づ
く
り
ス
ペ
ー
ス
、
プ
レ

イ
ホ
ー
ル
、
に
ぎ
わ
い
広
場
な
ど
。
延
べ
床
面
積
２
、
８
０
０
平

方�
、　
（
総
事
業
費　

億
３
、
０
０
０
万
円
）

１７

　

生
活
関
連
緊
急
整
備
事
業

　

生
活
基
盤
整
備
事
業
（
す
み
よ
か
事
業
）
の
ほ
か
、
老

朽
化
な
ど
に
よ
り
緊
急
に
整
備
が
必
要
な
市
道
な
ど
の
舗

装
整
備
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
塗
装
な
ど
の
交
通
安
全
施
設
整

備
を
行
い
、
よ
り
安
全
で
快
適
な
生
活
基
盤
の
整
備
を
図

り
ま
す
。（
新
規　

１
億
円
）
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◎
諫
早
中
央
保
育
所
整
備
事
業

◎
諫
早
幼
稚
園
整
備
事
業

　

保
育
所
と
幼
稚
園
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し

た
機
能
を
保
持
し
な
が
ら
園
庭
や
遊
戯
室
、

駐
車
場
の
共
用
化
な
ど
効
率
的
な
運
営
を

図
り
ま
す
。
平
成　

年
８
月
の
完
成
を
予

２０

定
し
て
い
ま
す
。（
継
続　

○
中
央
保
育
所

２
億
３
、
４
８
６
万
１
千
円
、
○
諫
早
幼

稚
園　

１
億
６
３
０
万
円
）

◎
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業

　

諫
早
中
央
保
育
所
に
新
た
に
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、市
内
の
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
相
談
指
導

や
情
報
提
供
な
ど
子
育
て
支
援
に
努
め
ま

す
。（
新
規　

４
２
７
万
円
）

◎
小
児
救
急
医
療
支
援
事
業

　

小
児
救
急
医
療
の
充
実
の
た
め
諫
早
医

師
会
や
健
康
保
険
諫
早
総
合
病
院
な
ど
と

連
携
し
夜
間
の
小
児
救
急
医
療
を
支
援
し

ま
す
。（
継
続　

２
７
０
万
円
）

◎
放
課
後
児
童
対
策
事
業

　

学
童
ク
ラ
ブ
の
受
け
入
れ
対
象
児
童
を
小

学
６
年
生
ま
で
に
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
有

喜
小
学
校
区
に
学
童
ク
ラ
ブ
を
新
設
し
ま
す
。

（
継
続　

１
億
１
、
２
６
９
万
６
千
円
）

◎
定
期
予
防
接
種
事
業

　

小
学
校
就
学
前
の
乳
幼
児
を
対
象
と
し

て
い
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
要

す
る
費
用
の
半
額
助
成
を
、
小
学
６
年
生

ま
で
に
拡
充
し
健
康
増
進
に
努
め
ま
す
。

（
継
続　

１
億
７
、
４
９
７
万
８
千
円
）

◎
市
立
小
中
学
校
整
備
事
業

　

市
立
小
中
学
校
の
学
校
施
設
に
つ
い
て
、

老
朽
施
設
の
改
築
、
耐
震
化
な
ど
を
進
め
、

「
安
全
安
心
の
学
校
づ
く
り
」
と
教
育
環

境
の
整
備
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

○
高
来
西
小
学
校
、
小
野
小
学
校
、
喜
々

津
中
学
校
、
小
長
井
中
学
校
（
継
続　

工

事
費
な
ど　

億
１
、
９
２
４
万
３
千
円
）

１０

◎
（
仮
称
）
小
長
井
・
高
来
地
域
体
育
館

整
備
事
業

　

諫
早
高
校
高
来
分
校
跡
地
に
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
の
練
習
や
大
会
な
ど
が
開
催
で
き

る
体
育
館
を
整
備
し
ま
す
。（
継
続　

基
本

設
計
な
ど
２
、
２
０
０
万
円
）

◎
な
ご
み
の
里
運
動
公
園
整
備
事
業

　

誰
も
が
い
つ
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
総
合
運
動

公
園
を
は
じ
め
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

の
整
備
を
行
い
ま
す
。
多
良
見
町
木
床
。

（
継
続　

公
園
整
備
な
ど
９
、
８
０
０
万

円
）

◎
新
干
拓
地
営
農
支
援
事
業

　

諫
早
湾
干
拓
農
地
で
大
規
模
な
営
農
と

環
境
保
全
型
農
業
の
展
開
に
伴
い
、
営
農

体
制
整
備
に
伴
う
初
期
投
資
の
軽
減
と
営

農
の
早
期
確
立
の
た
め
、
市
内
の
営
農
者

に
支
援
を
行
い
ま
す
。（
新
規　
　

億
４
、

１７

６
７
４
万
６
千
円
）

◎
多
良
岳
南
部
広
域
農
道
補
修
事
業

　

長
田
町
か
ら
高
来
町
東
平
原
間
（　

・
１１

５�
�
）
の
ト
ン
ネ
ル
補
修
工
事
や
舗
装

工
事
を
行
い
、
農
耕
車
両
の
安
全
な
通
行

を
確
保
し
ま
す
。（
新
規　

８
、
８
３
５
万

１
千
円
）

◎
種
苗
放
流
事
業
な
ど

　

特
色
あ
る
３
つ
の
海
の
特
性
を
活
か
し
、

「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
な
ど
の
事
業
を

推
進
し
ま
す
。（
継
続　

種
苗
放
流
事
業
な

ど
４
６
０
万
２
千
円
）

◎
豊
か
な
森
づ
く
り
事
業

　

地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
森
林
の
も
つ
機

能
を
強
化
す
る
た
め
、
市
全
域
の
森
林
を

対
象
に
広
葉
樹（
ク
ヌ
ギ
や
ケ
ヤ
キ
な
ど
）

の
植
栽
を
進
め
る
と
と
も
に
、
民
有
林
の

針
葉
樹
林
（
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
）
に
お

い
て
植
栽
や
下
刈
、
間
伐
な
ど
を
実
施
し
、

水
資
源
の 
涵  
養 
や
国
土
保
全
な
ど
に
努
め

か
ん 
よ
う

ま
す
。（
継
続　

３
、
６
５
４
万
４
千
円
）

◎
林
道
整
備
・
維
持
補
修
事
業

　

林
道
犬
木
線
（
高
来
地
域
）
な
ど
道
路

の
改
良
舗
装
を
行
い
、
通
行
車
両
の
安
全

性
の
確
保
と
森
林
保
育
管
理
や
木
材
搬
出

な
ど
作
業
の
効
率
化
を
図
り
、「
低
コ
ス
ト

林
産
」
を
推
進
し
ま
す
。（
継
続　

２
、
８

０
０
万
円
）

◎
有
害
鳥
獣
防
除
対
策
事
業

　

イ
ノ
シ
シ
や
カ
ラ
ス
な
ど
農
産
物
に
被

害
を
及
ぼ
す
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
や
侵
入
防

護
柵
の
設
置
を
行
い
、
農
家
の
営
農
意
欲

の
低
下
を
防
ぎ
、
経
営
安
定
を
図
り
ま
す
。

（
継
続　

１
、
３
２
１
万
４
千
円
）

◎
観
光
基
本
計
画
策
定
事
業

　

長
崎
国
体
の
開
催
や
新
幹
線
建
設
な
ど

を
機
に
一
層
の
観
光
振
興
を
図
る
た
め
、

効
果
的
で
実
効
性
の
あ
る
観
光
基
本
計
画

を
作
成
し
ま
す
。（
新
規　

２
５
０
万
円
）

基
本
目
標

輝
く
ひ
と
づ
く
り

基
本
目
標

活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
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◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業

　

新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
に
お
い
て
、　

歳
以
上
の
高

７５

齢
者
な
ど
を
対
象
に
そ
の
心
身
の
特
性
を

ふ
ま
え
た
適
切
な
医
療
の
給
付
を
行
い
ま

す
。（
新
規　
　

億
２
、７
７
８
万
１
千
円
）

１２

◎
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
事
務

　
　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険

４０

７４

加
入
者
を
対
象
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

に
着
目
し
た
特
定
健
診
を
行
い
、
そ
の
結

果
に
基
づ
い
て
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

（
新
規　

１
億
１
、
５
５
８
万
円
）

◎
新
生
児
聴
覚
検
査
事
業

　

新
生
児
の
聴
覚
障
害
を
早
期
に
発
見
し
、

適
切
な
治
療
・
療
育
へ
つ
な
ぐ
た
め
検
査

費
用
の
一
部
を
助
成
し
、
聴
覚
機
能
の
確

保
、
健
や
か
な
生
育
を
図
り
ま
す
。（
新
規

　

１
８
４
万
４
千
円
）

◎
妊
婦
健
康
診
査
事
業

　

妊
婦
に
対
す
る
健
康
診
査
の
公
費
助
成

（
５
回
）
を
行
い
、
疾

病
な
ど
の
早
期
発
見

な
ど
妊
婦
の
健
康
保

持
と
胎
児
の
健
全
な

育
成
を
支
援
し
ま
す
。

（
継
続　

３
、８
９
５

万
５
千
円
）

◎
高
齢
者
見
守
り
・
支
え
合
い
事
業

　

地
域
住
民
や
民
間
事
業
者
な
ど
と
連
携

し
て
、
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
場
所
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
の
構
築
を
目
指

し
ま
す
。（
新
規　

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
な
ど
４
８
１
万
円
）

◎
諫
早
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
支
援
事
業

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
Ｊ
Ｒ
諫
早

駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
整
備
に
要
す
る

経
費
を
補
助
し
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど

も
利
用
し
や
す
い
駅
へ
の
改
善
を
促
進
し

ま
す
。（
新
規　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
３
基
設
置

な
ど
１
、
９
５
５
万
円
）

◎
生
活
基
盤
整
備
事
業（
す
み
よ
か
事
業
）

　

市
民
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
道
路
、

水
路
な
ど
の
公
共
土
木
施
設
や
交
通
安
全

施
設
な
ど
で
維
持
補
修
お
よ
び
小
規
模
改

良
な
ど
が
必
要
な
工
事
な
ど
迅
速
に
実
施

し
、
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
実
現
し
ま
す
。

（
継
続　

３
億
円
）

◎
生
活
排
水
対
策
事
業

　

下
水
道
な
ど
の
整
備
を
計
画
的
、
年
次

的
に
行
い
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
お

よ
び
生
活
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。（
継

続　

○
公
共
下
水
道
事
業　
　

億
７
、
３

２３

０
０
万
円
○
農
業
集
落
排
水
事
業　

６
億

９
、
５
３
０
万
円
○
浄
化
槽
設
置
費
補
助

事
業　

１
億
７
、
１
５
７
万
６
千
円
）

◎
ご
み
減
量
化
推
進
事
業

　

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た

め
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
、
ま
た
、
新
聞

や
雑
が
み
な
ど
の
資
源
物
ス
ト
ッ
ク
ハ
ウ

ス
を
増
設
し
、
古
紙
の
回
収
体
制
の
充
実

を
図
り
ま
す
。（
継
続　

７
０
０
万
円
）

◎
道
路
橋
り
ょ
う
整
備
事
業

　

市
域
の
一
体
化
や
地
域
間
の
均
衡
あ
る

発
展
お
よ
び
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
幹
線
道
路
や
市
民
生
活
に
密
着
し

た
道
路
お
よ
び
橋
り
ょ
う
を
整
備
し
、
安

全
で
快
適
な
道
路
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

（
継
続　
　

億
１
、
４
５
１
万
４
千
円
）

１６

◎
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

　

飯
盛
町
宇
戸
川
内
地
区
な
ど
９
地
区
の

急
傾
斜
地
に
つ
い
て
、
崩
壊
に
よ
る
災
害

か
ら
地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、

併
せ
て
背
後
地
の
保
全
を
図
り
ま
す
。（
継

続　

１
億
１
、
８
３
０
万
円
）

　

○
地
域
の
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　

昨
年
３
月
に
策
定

し
た
「
諫
早
市
地
域
振

興
計
画
」
に
基
づ
い
た

地
域
の
特
色
あ
る
ま

ち
づ
く
り
は
、
各
地
域

審
議
会
の
ご
意
見
を

お
聴
き
し
な
が
ら
進

め
て
い
ま
す
。
平
成　
２０

年
度
は
、
地
場
産
品
の
収
穫
体
験
や
と
れ

た
て
市
開
催
な
ど
各
地
域
の
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

◎
ふ
れ
あ
い
施
設
整
備
事
業

　

生
涯
学
習
、
休
養
と
健
康
づ
く
り
な
ど

地
域
活
動
の
拠
点
施
設
を
整
備
し
、
地
域

住
民
の
ふ
れ
あ
い
と
連
帯
感
を
高
め
、
よ

り
潤
い
の
あ
る
市
民
生
活
の
実
現
を
図
り

ま
す
。
併
せ
て
各
出
張
所
の
整
備
を
進
め

ま
す
。（〔
有
喜
地
区　

継
続
〕
８
、
１
０

７
万
９
千
円
〔
本
野
地
区　

継
続
〕
４
、

８
７
０
万
円
）

◎
（
仮
称
）
高
来
市
民
会
館
整
備
事
業

　

高
来
支
所
庁
舎
の
一
部
に
高
来
公
民
館

の
機
能
を
移
転
さ
せ
る
と
と
も
に
、
住
民

の
実
生
活
に
即
し
た
学
習
や
文
化
な
ど
の

事
業
を
行
う
施
設
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

（
新
規　

改
修
工
事
費
１
、３
８
０
万
円
）

基
本
目
標

暮
ら
し
の
充
実

基
本
目
標

市
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
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 平成２０年度当初予算各会計別概要
増減率（％）増減額１９年度当初予算額２０年度当初予算額区分

２．３１２億８，８５０万円５６０億２，１５０万円５７３億１，０００万円一般会計

△２１．５△１００億５，６７９万円４６７億９，０１８万円３６７億３，３３９万円特別会計

△１．０△１億６，６０７万円１７１億８，３８１万円１７０億１，７７４万円・国民健康保険事業

△８９．５△１２６億６，５０３万円１４１億４，７９３万円１４億８，２９０万円・老人保健

皆増１２億２，７７８万円０１２億２，７７８万円・後期高齢者医療

４．７３億９，０９２万円８３億２，４７２万円８７億１，５６４万円保険事業
・介護保険事業

△３６．３△７１１万円１，９６１万円１，２５０万円サービス事業

１７．５９億７，４２１万円５５億６，１６３万円６５億３，５８４万円・公共下水道事業

１２．４１億８，０６３万円１４億５，８９７万円１６億３，９６０万円・農業集落排水事業

△７６．８△２，３１５万円３，０１３万円６９８万円・浄化槽事業

△１．２△４３万円３，６１６万円３，５７３万円・駐車場事業

１１５．５３，１４６万円２，７２２万円５，８６８万円・墓園事業

△８．５△８７億６，８２９万円１，０２８億１，１６８万円９４０億４，３３９万円一般・特別会計　　計

△２．２△６，０００万円２７億６，６３９万円２７億　６３９万円収入
収益的

水道事業

企
業
会
計

△３．９△１億　３８９万円２６億７，６４６万円２５億７，２５７万円支出

△２５．６△２億１，０５７万円８億２，２９４万円６億１，２３７万円収入
資本的

３６．０７億４，２１９万円２０億６，０４１万円２８億　２６０万円支出

△２．６△６８６万円２億６，１２２万円２億５，４３６万円収入
収益的

工業用水道事業
△３．６△８２８万円２億２，８５０万円２億２，０２２万円支出

△６．０△１５５万円２，５７４万円２，４１９万円収入
資本的

４．２７８０万円１億８，４６１万円１億９，２４１万円支出

一般会計とは・・・
　市税や地方交付税などを主な財源
として市民生活に欠かせない福祉や
教育、道路整備などの事業を行うた
めの会計です。

特別会計とは・・・
　国民健康保険や老人保健など特定
の事業を行う場合に、保険料などの
特定の収入でその支出を賄うもので
独立して行うための会計です。

企業会計とは・・・
　水道料金など特定の収入を財源とし、
独立して行う特別会計の中で、地方公営
企業法の適用を受ける会計です。

　

平
成　

年
度
の
当
初
予
算
（
案
）
は
、
一
般
会
計

２０

は
５
７
３
億
１
、
０
０
０
万
円
で
、
平
成　

年
度
の

１９

当
初
予
算
額
と
比
較
す
る
と
、　

億
８
、
８
５
０
万

１２

円
（
２
・
３
％
）
の
増
と
な
り
ま
す
。

　

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
人
件
費
の
抑
制
や
経

常
経
費
の
縮
減
を
図
り
な
が
ら
、
社
会
保
障
関
係
経

費
や
公
債
費
の
増
加
に
対
応
し
、
市
庁
舎
建
設
、（
仮

称
）こ
ど
も
の
城
整
備
、新
干
拓
営
農
支
援
を
は
じ
め
、

総
合
計
画
を
着
実
に
推
進
す
る
よ
う
各
種
施
策
に
重

点
を
置
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
諫
早
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
支

援
、
老
朽
化
し
た
幹
線
市
道
等
の
舗
装
や
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
補
修
等
を
実
施
す
る
生
活
関
連
緊
急
整
備
、

放
課
後
児
童
対
策
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助

成
の
拡
充
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
に
着
目
し
た
特

定
健
診
の
実
施
な
ど
、
市
民
生
活
の
安
全
安
心
に
対

す
る
事
業
へ
の
配
分
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
は
、３
６
７
億
３
、３
３
８
万
７
千
円
で
、

平
成　

年
度
の
当
初
予
算
額
と
比
較
す
る
と
、
１
０

１９

０
億
５
、
６
７
９
万
６
千
円
（　

・
５
％
）
の
減
と

２１

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創

設
に
よ
り
、
高
齢
者
の
医
療
費
給
付
の
事
務
（
老
人

保
健
）
が
長
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
引

き
継
が
れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

今
後
も
本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
事

務
・
事
業
全
般
に
わ
た
る
見
直
し
や
、
合
理
化
・
効

率
化
に
徹
底
的
に
取
り
組
み
、
財
政
の
健
全
化
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
（
市
財
政
課
）

財
政
の
健
全
化
に

　
　
　
　
　

努
め
て
い
ま
す



7 ２００８年（平成２０年）４月号 広報 諫早

特　集

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななななののののののののののののののののののののののままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算

平成２０年度当初予算見込額平成１９年度決算見込額平成１８年度決算額
区　　分

市民一人あたり総　額市民一人あたり総　額市民一人あたり総　額

３９万９千円５７３億１，０００万円４０万４千円５７９億６，５５１万円４５万１千円６４９億５，１９２万円歳　　入

１１万６千円１６７億　５２２万円１１万５千円１６５億４，４９０万円１１万７千円１６８億４，７４０万円うち市税

３９万９千円５７３億１，０００万円４０万４千円５７９億６，５５１万円４４万２千円６３６億９，６５７万円歳　　出

９万２千円１３２億３，０５４万円１１万５千円１６５億１，２４３万円１３万４千円１９２億８，０５０万円年度末基金現在高

５３万２千円７６３億２，０１６万円５３万８千円７７１億４，３１５万円５３万円７６２億３，７００万円年度末市債現在高

　※平成１９年度の歳入および歳出総額は、３月補正後の予算額。同じく年度末基金現在高および市債残高は、３月補正時点
の年度末見込額。

　※平成２０年度の歳入および歳出総額は、当初予算額。同じく年度末基金現在高および市債現在高は、当初予算時点の年度
末見込額

　市の歳入・歳出・基金・市債などの推移

　市民一人あたりの市税負担額

　約１１万６千円
市税１６７億５２１万円の内訳

６６億６，１６１万円市民税
７６億１，７９８万円固定資産税
３億２，７４４万円軽自動車税
１０億３，２２７万円市たばこ税
１０億６，３０５万円都市計画税

２８６万円入湯税

市民一人あたりの
歳出予算額

約３９万９千円
（主な支出の内訳）

公
債
費

福
祉
費

約６万５千円約７万３千円

教
育
費

健
康
費

約３万５千円約３万９千円

生
活
環
境
費

都
市
整
備
費

約２万５千円約３万１千円

消
防
防
災
費

土
木
費

約１万２千円約２万２千円
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生
涯
学
習
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の

交
流
お
よ
び
地
域
活
動
の
促
進
の
た
め
現
多
良
見
支
所

第
２
別
館
（
旧
多
良
見
町
中
央
公
民
館
）
を
生
涯
学
習

施
設
と
し
て
４
月
１
日
か
ら
供
用
開
始
し
ま
す
。

　

集
会
室
や
会
議
室
、調
理
実
習
室
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
市
教
委
生
涯
学
習
課
）

（
仮
称
）
諫
早
市
た
ら
み
会
館
オ
ー
プ
ン

１階

２階

会館の概要
場       所／多良見町化屋１８００番地
開館時間／午前９時～午後１０時
休　館　日／１２月２８日～１月３日

会館案内図

　

施
設
は
、
大
規
模
研
修
な
ど
に
利
用
で
き
る
多
目
的

ホ
ー
ル
１
や
地
域
の
伝
統
芸
能
の
発
表
会
な
ど
も
開
催
で

き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
２
を
備
え
、
ホ
ー
ル
２
に
は
車
椅
子

で
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
昇
降
機
も
設
置
し

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
各
種
研
修
室
や
昇
降
式
の
調
理

台
が
あ
る
調
理
実
習
室
、
図
書
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
敷
地
内
に
資
源
物
ス
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス
を
新
設
し

ま
し
た
。
子
ど
も
会
な
ど
の
集
団
回
収
や
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

回
収
が
な
い
地
区
、
回
収
日
ま
で
家
庭
で
の
保
管
が
困
難

な
場
合
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
開
放
日
は
４
月
１
日
か
ら
毎

日
（
年
末
年
始
を
除
く
）、
開
放
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
で
す
。

　

施
設
の
名
称
は
、『
小
栗
ふ
れ
あ
い
会
館
』
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

会館の概要
場　　所／小川町１２２２番地
開館時間／午前９時～午後１０時
休　館　日／毎週月曜日および
　　　　　１２月２８日～１月３日

　

小
川
町
に
整
備
し
て
い
た
（
仮
称
）
小
栗
地
区
ふ
れ

あ
い
施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。　

台
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス

５０

と
小
栗
出
張
所
を
併
設
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
し
た
新
し
い
施
設
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
地
域
振
興
課
）

４月１日

会館案内図

１階 ２階

〜
４
月
１
日
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　

出
張
所
も
併
設
〜

会館位置図
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（
仮
称
）
こ
ど
も
の
城
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通

し
て
、
大
人
も
子
ど
も
も
共
に
学
び
育
つ
た
め
の
施

設
で
す
。

　

今
回
は
、
１
月　

日
に
、
建
設
中
の
屋
外
施
設
で

２６

行
な
わ
れ
た
活
動
体
験
会
を
例
に
、
前
号
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
ね
ら
い
に
そ
っ
て
、
活
動
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み

立
て
た
流
れ
の
こ
と
）に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。　　

　
　
　
　
 　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
企
画
調
整
課
）

屋外での活動には、必ず危険がつきまとう。
どんな危険があるのか、それをどう乗り越え
るのか、子どもたちが、活動場所で自分なり
の考えを語り、大人は聴く。
　　　　実際に乗り越えながら、
　　　　　　　子どもたちは育っていく

感じる心は高まったかな？

思い・ねらい・願い

プログラム

①「じゃんけんゲーム」
まずは、じゃんけん
ゲームで心をほぐす

②「ゴミ拾い」
ゴミを拾いながら、
自分たちの地域のこ
とを知る

③「伐採見学」
切り倒された樫の木
に、それぞれの思い
でふれてみる

④「創作活動」
名人とともに、木や
道具を使って工夫し
て創作してみる（今
後、市内の名人を募
集予定）

カタチになる

作品完成
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（
市
保
険
年
金
課
）

４回目以降
（※２）３回目まで所得区分

８３，４００円
１５０，０００円＋（総医療費が
５００，０００円を超えた場合はそ
の超えた分の１％を加算）

上位所得世帯
（※１）

４４，４００円
８０，１００円＋（総医療費が
２６７，０００円を超えた場合はそ
の超えた分の１％を加算）

一般世帯
（※ 3）

２４，６００円３５，４００円低所得世帯（住
民税非課税世帯）

７０歳未満の場合

自己負担限度額（月額）

        外来＋入院所得区分            （世帯単位）外来（個人単位）

  ８０，１００円＋（総医療費が
２６７，０００円を超えた場合はそ
の超えた分の１％を加算）
ただし、１２カ月以内の４回
目以降は４４，４００円

４４，４００円
一定以上
所得者
（※４）

４４，４００円１２，０００円一般所得者
（※５）

２４，６００円８，０００円低所得者�
（※６）

１５，０００円８，０００円低所得者�
（※７）

７０歳以上の高齢受給者の場合

（※１）基礎控除後の総所得金額等が６００万円を超える世帯
（※２）過去１２カ月間に１世帯での支給が４回以上あったときの４回目以降

の限度額
（※３）低所得世帯、上位世帯いずれにも該当しない世帯

（※４）７０歳以上または老人保健（２０年４月以降は後期高齢者制度）で医療
を受ける人のうち、1人でも一定の所得（住民税課税所得が１４５万円）
以上の人が同一世帯にいる人

（※５）一定以上所得世帯、低所得者Ⅱ・Ⅰのいずれにも該当しない人
（※６）同一世帯の全員が住民税非課税（低所得者Ⅰ以外）の人
（※７）同一世帯の全員が住民税非課税で、かつ所得が一定基準に満たない

人

国
民
健
康
保
険

　

高
額
療
養
費
制
度
と
は

　

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
高
額

に
な
っ
た
と
き
、
家
庭
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
、
一
定
の
金
額
（
自

己
負
担
限
度
額
）
を
超
え
た
分
が
払

い
戻
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

た
だ
し
、
食
事
代
や
差
額
ベ
ッ
ド

料
、
保
険
外
併
用
療
養
費
の
差
額
部

分
な
ど
保
険
診
療
外
の
も
の
は
払

い
戻
し
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
該
当
し
た
場
合
の
手
続

　

病
院
な
ど
の
領
収
証
、
印
鑑
、
保

険
証
、
世
帯
主
名
義
の
預
金
通
帳

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
以
外
）
を
添
え
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
指
定

の
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

■
医
療
機
関
で
の
支
払
い　

　

平
成　

年
４
月
診
療
分
か
ら
、　

１９

７０

歳
未
満
の
人
は
、
国
民
健
康
保
険
証

と
限
度
額
適
用
認
定
証
を
提
示
す

る
と
医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
自

己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
る
制
度

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
は
、

保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
し
て
同
課

ま
た
は
各
支
所
健
康
福
祉
課
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
保
険

料
の
納
付
状
況
に
よ
り
認
定
証
を

交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、　

歳
以
上
で
低
所
得
者
Ⅰ

７０

お
よ
び
Ⅱ
の
高
齢
受
給
者
は
、
以
前

か
ら
同
様
の
制
度
が
あ
り
手
続
に

つ
い
て
も
同
じ
で
す
。
た
だ
し
、
一

定
以
上
お
よ
び
一
般
所
得
者
は
、
高

齢
受
給
者
証
が
限
度
額
認
定
証
を

兼
ね
て
い
る
の
で
、
手
続
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　

医
療
費
の
窓
口
負
担
割
合

に
つ
い
て
は
、
３
歳
未
満
の
子

ど
も
は
、こ
れ
ま
で「
２
割
」と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も

が
い
る�
帯
の
負
担
を
軽
く

す
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
、

「
２
割
」
負
担
の
対
象
者
が
小

学
校
就
学
前
の
７
歳
未
満
の

子
ど
も
ま
で
に
拡
充
さ
れ
ま

す
。

※
６
歳
の
誕
生
日
以
後
の
最

初
の
４
月
１
日
か
ら
は
３
割
に
な
り
ま
す
。
窓
口
で
医
療
費

を
お
支
払
の
際
な
ど
に
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
／

　

市
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所
健
康
福
祉
課

　

社
会
保
険
な
ど
の
任
意
継
続
資
格
が
切
れ
て
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
す
る
人
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◆
手
続
期
間
／
資
格
喪
失
日
か
ら　

日
以
内

１４

◆
必
要
書
類
な
ど
／

　

①
資
格
喪
失
日
の
わ
か
る
書
類
（
資
格
喪
失
連
絡
票
、
現

在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
な
ど
）

　

②
年
金
受
給
中
の
場
合
は
年
金
証
書

　

③
印
鑑

◆
手
続
・
問
い
合
わ
せ
先
／

　

市
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所
健
康
福
祉
課
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３
月　

日
か
ら
、
公
共
下
水
道
・
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
・
農

３１

業
集
落
排
水
処
理
施
設
が
左
記
の
区
域
で
新
た
に
利
用
で
き
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
下
水
道
総
務
課
）

　　

下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
た
区
域
で
は
、
供
用
開
始
日
か
ら
す
み

や
か
に
、
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
か
ら
水
洗
ト
イ
レ
へ
の
改
造
や
台

所
・
浴
室
な
ど
の
水
周
り
か
ら
出
る
生
活
雑
排
水
を
下
水
道
に
流
す

た
め
の
排
水
設
備
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
排
水
設
備
工
事
は
、
市
が
指
定
し
た
排
水
設
備
指
定
工
事
店
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

○
排
水
設
備
工
事
費
用
は
、
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
く
み
取
り

式
ト
イ
レ
を
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
際
に
融
資
あ
っ
せ
ん
制 

度
（
市
指
定
の
金
融
機
関
が
融
資
を
行
い
、
市
が
利
子
を
負
担
）

を
設
け
て
い
ま
す
。

※
た
だ
し
、
供
用
開
始
日
か
ら
３
年
以
内
の
工
事
に
限
り
ま
す
。

○
現
在
、
浄
化
槽
を
使
っ
て
い
る
人
も
浄
化
槽
を
廃
止
し
、
下
水
道

へ
の
接
続
が
必
要
で
す
。

公
共
下
水
道

諫
早
地
域

多
良
見
地
域

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

飯
盛
地
域

高
来
地
域

小
長
井
地
域

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

諫
早
地
域

小
長
井
地
域

幸
町
、
宇
都
町
、
西
小
路
町
、
原
口
町
、
上
野
町
、
立
石

町
、
野
中
町
、
福
田
町
、
日
の
出
町
、
永
昌
町
、
栄
田
町
、

小
船
越
町
、
貝
津
町
、
真
崎
町
の
各
一
部
区
域

木
床
、
囲
、
市
布
の
各
一
部
区
域

池
下
、
里
、
川
下
の
各
一
部
区
域

神
津
倉
、
町
名
、
法
川
、
黒
崎
、
小
峰
、
東
平
原
、
汲
水
、

泉
、
金
崎
、
下
与
、
峰
の
各
一
部
区
域

井
崎
、
小
川
原
浦
、
新
田
原
、
牧
の
各
一
部
区
域

富
川
町
、
湯
野
尾
町
の
各
一
部
区
域

田
原
、
小
川
原
浦
、
川
内
、
打
越
、
新
田
原
の
各
一
部
区
域

「
第　

回
浜
教
育
文
化
賞
」、「
第　

回

２５

36

栗
林
ス
ポ
ー
ツ
賞
」の
表
彰
式
が
２
月

　

日
、
諫
早
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
教

１６育
文
化
へ
の
功
績
を
た
た
え
る
浜
文

化
章
は
、 西
原
英
麿 
さ
ん
が
受
章
さ
れ

に
し
は
ら
ひ
で
ま
ろ

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
浜
教
育
文
化
賞
は
、
各

種
文
化
活
動
で
活
躍
し
た　

名
と
５

６９

団
体
の
小
中
学
生
、
高
校
生
が
受
賞
。

栗
林
ス
ポ
ー
ツ
賞
は
、１
８
９
名
と
１

団
体
の
小
中
学
生
、高
校
生
が
受
賞
し

ま
し
た
。

　
　
（
市
教
委
文
化
課
・
体
育
保
健
課
）

　地域における人と人とのつながりは、これから
ますます大切になります。自分の住んでいる地域
に目を向け、地域の皆さんと一
緒に心かよう明るいまちづくり
にご参加ください。
　各自治会は、市民の皆さんの
加入をお待ちしています。　　
　　　　　　　　　　　　　　（市地域振興課）

　

４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
始

ま
り
、
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
に
保
険
料

が
賦
課
さ
れ
ま
す
。　
　
（
市
保
険
年
金
課
）

■
納
付
方
法

　

年
金
受
給
額
が
年
額　

万
円
以
上
の
人

１８

は
原
則
と
し
て
、
年
金
支
払
期
（
偶
数
月
）
ご
と
に
、
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
（
特
別
徴
収
）。
た
だ
し
、
年
金
受

給
額
が
年
額　

万
円
未
満
の
人
な
ど
は
、
納
付
書
・
口
座
振

１８

替
（
普
通
徴
収
）
で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
納
付
時
期

　

４
月
か
ら
保
険
料
の
納
付
が
一
部
始
ま
り
ま
す
が
、
３
月

末
に
加
入
さ
れ
て
い
た
保
険
の
種
類
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の

納
付
開
始
時
期
が
次
の
よ
う
に
異
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

納付開始時期対象者保険の種類

４月
特別徴収対象者
（＊１）

国保・国保組合
７月上記以外の人

７月被保険者本人
被用者保険（健康保険
組合や共済組合など）

１０月被扶養者

＊１の場合、４月上旬に後期高齢者医療保険料仮徴収
額決定通知書兼納入通知書を送付します。　
※４月から８月に特別徴収される保険料は、１８年中の
所得をもとに算定した仮徴収額です。
※前年の所得が確定したあとの７月に保険料額を再計
算し、全被保険者あて通知します。すでに納付され
た保険料の調整は７月以降の保険料で行います。
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広報 諫早 ２００８年（平成２０年）４月号 １２

　このコーナーでは、まちの話題やできごと、地域で行われた行

事などを写真で紹介しています。皆さんの身近にこのような話題が

ありましたら、市秘書広報課まで写真と記事をお送りください。

できるかぎり誌面でご紹介させていただきます。

（送付先：〒８５４－８６０１　諫早市役所秘書広報課〔住所不要〕）

今度は１年生だね
　仲沖保育園の「お別れ遠足」が３月７日、諫早公園で行われました。晴天に恵まれたこの日、ち
らほらと咲き始めた『大寒桜』の下で 74人の園児らは楽しそうに昼食。年長さんは、今度はラン
ドセル！と心弾ませていました。

安心・安全のまちづくりに活用
　２月２５日、ＮＴＴ西日本諫早営業支
店長などが市役所を訪れ、聴覚障害者
や高齢者向けの「電話お願い手帳」と
「ふれあい速達便」を贈呈しました。

のんのこ温水センター２０万人達成！
　２月２７日、のんのこ温水センターの
入館者が２０万人を突破。高来町在住の
田中さん夫妻に記念品が贈られました。

　多良見のぞみ会館で「明治・大正ひ
な人形展」が開催。来場者は歴史を感
じさせるひな人形に見入っていました。

明治・大正ひな人形展 地域を守る消防団
　春季消防訓練が３月２日、市内各地
域で行われ、火災を想定した放水訓練
や礼式訓練などが行われました。



パ
チ
リ
い
さ
は
や

１３ ２００８年（平成２０年）４月号 広報 諫早

　３月８日、川に親しむボランティア
グループなど約１３０人が参加し、本明
川の清掃を行いました。

川に親しみ川を守る
　３月９日、１０日の両日、中央公民館
で「第２４回中央公民館まつり」が行わ
れ、展示・舞台発表が行われました。

奏でるハーモニー児童生徒の力作ずらり

町ぐるみで献血１万本達成！
　２月１４日、天満町のボランティア団体『天満町大昭会』が
４０年以上にわたって続けている「町ぐるみ愛の献血」事業で
これまでの献血量が１万本に達しました。記念すべき１万本
目の献血者となったのは、栄田町の田嶋磨壽美さんです。田
嶋さんには同会から感謝状と記念品が贈られました。

思春期の子どもたちへ１１人の熱いメッセージ
　「健康いさはや２１パネルディスカッション」が２月２４日、
西諫早公民館で開催。医師や薬剤師などで構成される健康づ
くり推進員が、小中学生の疑問などにさまざまな視点からア
ドバイスを行ないました。このほか、会場では簡単朝ごはん
の試食や親子のふれあい体験コーナーもありました。

学び舎を後に、看護の世界へはばたく
　長崎県央看護学校の卒業式が３月６日、同校体育館で行わ
れました。式では、野田校長が「看護の世界は決して失敗が
許されないことを忘れないでください」とあいさつ。卒業生
代表の川島さんは「看護は素晴らしいということを学ぶこと
ができた。これから誇りを持って看護ができるよう精進して
いきます」と答辞を述べました。

きれいな桜が咲きますように
　森山町花の会主催の「桜植樹祭」が３月１日、森山ふれあ
い公園で行われ、参加者約 210 人が『陽光』や『花笠』など
の桜の苗木２００本を植えました。これは桜の植樹を通して、
命の大切さなどを感じることができる憩いの場を作りたい
という願いで開催されたもので、今後５年間で合計１，０００本
の植樹を予定しています。

　小・中学生の美術作品を紹介する「諫
早市小中美術展」が２月１５日から１７日
まで諫早文化会館で開催されました。
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広報 諫早 ２００８年（平成２０年）４月号 14

諫
早
市
役
所�
０
９
５
７
・　

・
１
５
０
０
（
代
表
）

２２

４
月
１
日 

よ
り
、
次
の
場
所

へ
そ
れ
ぞ
れ
移
転
し
ま
す
。

西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
諫
早
市
た
ら
み
会
館
内

現
多
良
見
支
所
第
２
別
館

多
良
見
町
化
屋
１
８
０
０

�
　

・
３
３
３
０

４３

東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

高
来
支
所
内

高
来
町
三
部
壱
５
２
８
番
地

�
　

・
６
５
５
６

３２
水
道
水
の
品
質
を
守
り
、
安
全

で
安
心
な
水
を
提
供
す
る
た
め

に
、
水
道
水
の
水
質
検
査
に
つ
い

て
、
検
査
の
項
目
や
頻
度
な
ど
の

検
査
内
容
を
定
め
た
「
平
成　

年
２０

度
諫
早
市
水
道
局
水
質
検
査
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

※
こ
の
計
画
は
、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
（
本
庁
本
館
２
階
）、
市
水

道
局
、
各
支
所
建
設
課
お
よ
び

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w
w
w
.city.isahaya.nagasaki.

jp/

）
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

今
回
の
改
定
は
、
合
併
直
後
に

住
民
負
担
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

を
防
ぐ
経
過
措
置
の
期
間
が
、
３

月　

日 

に
満
了
す
る
こ
と
に
よ

３１
る
も
の
で
す
。

な
お
、
改
定
前
に
購
入
し
た
袋

な
ど
は
、
改
定
後
も
そ
の
ま
ま
使

用
で
き
ま
す
。

障
害
者
減
免

■
対
象

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持

ち
の
人
の
た
め
に
使
用
す
る
軽

自
動
車
で
、
障
害
の
内
容
・
車

の
所
有
者
・
運
転
者
な
ど
一
定

の
要
件
を
満
た
す
場
合

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
車
検
証
（
原
付
バ
イ
ク

な
ど
は
不
要
）・
運
転
免
許
証
・

障
害
者
手
帳
な
ど

障
害
者
用
特
殊
車
両
減
免

■
対
象

　

車
椅
子
昇
降
用
リ
フ
ト
を
装
備

し
て
い
る
な
ど
、
障
害
者
が
利

用
す
る
た
め
の
構
造
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
軽
自
動
車

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
車
検
証
・
構
造
が
わ
か

る
カ
タ
ロ
グ
な
ど

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

同
課
ま
た
は
各
支
所
総
務
課

市
は
、
ご
み
減
量
化
の
一
環
と

し
て
、
住
民
団
体
（
自
治
会
、
婦

人
会
、
子
ど
も
会
な
ど
）
に
よ
る

資
源
物
回
収
活
動
を
推
進
し
、
登

録
団
体
に
は
「
奨
励
補
助
金
」
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
に
、
こ
の
活
動
を

２０

行
う
団
体
は
登
録
の
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
権
者
が
求

め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

　

次
の
、
１
・
２
・
３
・
５
に
よ
っ

て
処
罰
さ
れ
る
と
、
公
民
権
停
止

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

１
政
治
家
の
寄
附
禁
止

�
卒
業
祝
・
入
学
祝

２
政
治
家
に
対
す
る
寄
附
の
勧

誘
・
要
求
の
禁
止

�
地
域
の
祭
り
や
旅
行
へ
の
差
し

入
れ

３
後
援
団
体
の
寄
附
禁
止

�
香
典
、
祝
儀
、
落
成
式
や
開
店

祝
の
花
輪

４
時
候
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

�
年
賀
状
・
暑
中
見
舞
状

５
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料

公
告
の
禁
止

�
あ
い
さ
つ
広
告
、
名
刺
広
告

国
民
健
康
保
険
は
、
み
ん
な
で

保
険
料
を
出
し
合
っ
て
医
療
費
に

あ
て
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

加
入
者
に
は
医
療
の
給
付
を
受
け

る
権
利
と
保
険
料
を
納
め
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
は
納
期
内

に
必
ず
収
め
ま
し
ょ
う
。

納
付
が
困
難
に
な
っ
た
ら

分
割
納
付
な
ど
の
方
法
が
あ
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
同
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

保
険
料
に
未
納
が
あ
る
と

被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
が
短

期
に
な
っ
た
り
、
被
保
険
者
証
の

代
わ
り
に
資
格
証
明
書
を
交
付
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

資
格
証
明
書
交
付
者
に
な
る

と
、
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
た

と
き
は
全
額
自
己
負
担
を
し
、
そ

の
後
保
険
適
用
医
療
費
の
7
割
相

当
額
を
申
請
に
よ
り
払
い
戻
し
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
未
納

保
険
料
へ
の
充
当
あ
り
）

ま
た
、
財
産
（
不
動
産
、
給
与
、

預
貯
金
な
ど
）
の
差
し
押
さ
え
処

分
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
で

銀
行
な
ど
に
納
め
に
行
く
手
間

が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
が
あ

り
ま
せ
ん
。

■
受
付
場
所

　

市
内
金
融
機
関

■
必
要
な
も
の

　

通
帳
、
通
帳
印
、
納
付
書

■
引
落
開
始

　

手
続
き
か
ら
引
落
開
始
ま
で
は

１
〜
２
カ
月
か
か
り
ま
す
。
振

替
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
通
知

書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

そ
れ
ま
で
は
納
付
書
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。

大
小
会
議
室
・
研
修
室
・
和
室

な
ど
を
貸
し
出
し
ま
す
（
有
料
）。

ご
利
用
に
つ
い
て
は
直
接
各
施

設
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

高
城
会
館

　

高
城
町
５
‐　
２５

　
�
　

・
１
５
０
０

２４

■
開
館
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後　

時
１０

■
休
館
日

　

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

そ
の
直
後
の
休
日
で
な
い
日
）

つ
く
ば
倶
楽
部

　

津
久
葉
町
５
‐
１
１
５

　
�
　

・
２
５
６
０

２５

■
開
館
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後　

時
１０

■
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

そ
の
直
後
の
休
日
で
な
い
日
）

勤
労
者
福
祉
会
館

　

宇
都
町　

‐　
３０

３０

　
�
　

・
３
６
６
７

２２

■
開
館
時
間

　

午
前
８
時
〜
午
後　

時
１０

■
休
館
日

　

毎
週
日
曜
日

市
選
挙
管
理
委
員
会

選
挙
は
「
贈
ら
な
い　

求
め
な

い　

受
け
取
ら
な
い
」

市
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー

�
　

・
５
５
７
９

２３

水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
ま
し

た

高
城
会
館
・
つ
く
ば
倶
楽
部
・
勤
労
者
福
祉
会
館

憩
い
・
学
び
・
交
流
の
場
と
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
廃
棄
物
対
策
課

４
月
１
日�
か
ら
ご
み
袋
な
ど

の
価
格
が
変
わ
り
ま
す

市
廃
棄
物
対
策
課

資
源
物
回
収
団
体
は
登
録
を
お

願
い
し
ま
す

市
保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
は
助
け
合
い
の

制
度
で
す

市
民
税
課

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
は
５

月　

日�
ま
で

２６

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
　

・
０
７
０
０

２７

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
移

転
し
ま
す

■人口と世帯　平成２０年２月１日現在（ ）内前年同月比
人口１４２，５６１人（－ 968）［男６７，２４３人（－５８７）女７５，３１８人（－３８１）］世帯５０，７４６戸（＋１５７）
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固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
自

分
が
所
有
す
る
土
地
・
家
屋
の
評

価
額
が
適
正
か
ど
う
か
判
断
す
る

た
め
に
、
隣
接
す
る
土
地
・
家
屋

の
評
価
額
が
記
載
さ
れ
た
土
地
価

格
等
縦
覧
帳
簿
お
よ
び
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
縦
覧
手
数
料
無
料
）

■
と
き

　

４
月
１
日 

〜
６
月
２
日 

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
６
時

３０

　
（
支
所
は
午
後
５
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ

　

同
課
（
第
１
別
館
１
階
）
お
よ

び
各
支
所
総
務
課
（
支
所
で
は

そ
の
支
所
区
域
分
の
み
）

※
出
張
所
で
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん

■
縦
覧
で
き
る
人

①
固
定
資
産
税
の
納
税
者

※
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
人
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん

②
①
の
同
居
の
親
族
・
相
続
人
・

納
税
管
理
人
・
本
人
の
委
任
状

持
参
の
人

■
問
い
合
わ
せ
先

　

同
課
ま
た
は
各
支
所
総
務
課

移
動
販
売
で
高
額
な
物
干
し
竿

を
買
わ
さ
れ
る
事
例
が
県
内
で
発

生
し
て
い
ま
す
。

《
事
例
》

竿
竹
業
者
を
呼
び
止
め
て
、
竿

竹
台
一
式
（
９
、
８
０
０
円
）
買

う
こ
と
を
告
げ
、
配
置
し
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
、
９
９
、
８
０
０

円
と
言
わ
れ
た
。
抗
議
す
る
と
４

９
、
８
０
０
円
に
値
引
き
す
る
と

言
っ
た
の
で
、仕
方
な
く
買
っ
た
。

―
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
―

○
購
入
前
に
、
必
ず
商
品
の
値
段

や
内
容
な
ど
を
確
認
す
る

○
納
得
が
い
か
な
け
れ
ば
ハ
ッ
キ

リ
断
る

平
成　

年
度
の
国
民
年
金
保
険

２０

料
は
月
額
１
４
、４
１
０
円
で
す
。

納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
口
座
振

替
で
の
納
付
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
納
付
も
始

ま
り
ま
し
た
。
ご
希
望
の
場
合
は

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
同
事
務
所
へ
。

基
礎
年
金
番
号
に
統
合
さ
れ
て

い
な
い
「
５
、
０
０
０
万
件
」
の

記
録
の
う
ち
、
婚
姻
な
ど
で
氏
名

を
変
更
し
た
人
の
記
録
が
５
０
０

万
件
を
超
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
平
成
８

年　

月
以
前
に
旧
姓
で
年
金
制
度

１２
に
加
入
し
て
い
た
人
は
、
旧
姓
の

記
録
が
基
礎
年
金
番
号
に
統
合
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

記
録
を
確
認
し
、
旧
姓
の
申
出

を
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
記
録

を
基
礎
年
金
番
号
に
統
合
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
年
金
加
入

記
録
の
確
認（
旧
姓
履
歴
の
申
出
）

を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
同
事
務
所
ま
た

は
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
（�
０
５
７
０
・
０
５
８
・

５
５
５
）
へ
。

（４月）

■本庁定期開催分
　会場／市民相談室（高城会館３階）
　問い／市民相談室（�２２－３１１３）
�法律相談
　７日�、２１日�
　午後１時～４時、午前１１時受付・抽選
（電話予約不可、定員９人）
�遺言・契約等相談
　２２日�　午後１時～４時
�登記相談
　８日�　午前１０時～午後３時
�不動産相談
　１日�　午前９時～正午
�交通事故相談
　１日�　午後１時～３時
　１５日�　午前１０時～午後４時
�人権相談
　３日�、１０日�、１７日�、２４日�
　午前１０時～午後３時
※その他会場（飯盛支所相談室３日 午前１０
時～午後３時、高来公民館３日 午前９時
～午後１時、森山支所相談室１０日 午前１０
時～午後３時、小長井支所相談室１０日 午
前１０時～午後３時、多良見支所相談室２４日
 午前１０時～午後３時）
�行政相談
　４日�、１１日�、１８日�、２５日�
　午前１０時～午後３時
※その他会場（飯盛支所相談室１１日 午前１０
時～午後１時、小長井支所相談室１１日 午
前１０時～午後３時、高来支所相談室１８日 
午前１０時～午後１時、森山支所相談室１８日
 午前１０時～午後３時、多良見支所相談室
２５日 午前１０時～午後３時）
�消費生活相談・一般相談
　毎週月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　午前８時３０分～午後５時
　会場／市消費生活センター、各支所
　問い／市消費生活センター（�２２－３１１３）
■その他開催分
�草花・樹木に関する相談
　２日�、９日�、１６日�、２３日�、３０日�
※４月から毎週水曜日になります　
　午前９時～午後４時
　会場／市役所新別館玄関ホール
　問い／市緑化公園課
�住宅相談
　３日�、１７日�
　午前１０時～午後４時
　会場／市民センター
　問い／建設長崎諫早支部（�２４－３８００）
�少年センター相談（いじめ・不登校）
　毎週月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　午前９時～午後５時
　会場／市役所第４別館
　問い／少年センター（�２４－３７３７）
�高年齢者職業相談
　毎週月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　午前９時～午後４時
　会場／市社会福祉会館２階
　問い／高年齢者職業相談室（�２２－４６００）

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
　

・
３
１
１
３

２２

商
品
の
確
認
と
断
る
勇
気
を
持

ち
ま
し
ょ
う

市
資
産
税
課

土
地
・
家
屋
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

が
で
き
ま
す

飼い猫はしつけをしっかり飼い猫はしつけをしっかりとと

最近、猫に関する苦情が多数寄せられています。最近、猫に関する苦情が多数寄せられています。特特
に、猫によるふん尿や庭先を荒らされるといった被に、猫によるふん尿や庭先を荒らされるといった被害害
に遭う家庭が増えていますに遭う家庭が増えています。。
これらの被害は、自宅敷地内で飼う、自宅の決まこれらの被害は、自宅敷地内で飼う、自宅の決まっっ

た場所でふん尿をさせるなど、飼い主のしつけによた場所でふん尿をさせるなど、飼い主のしつけによっっ
て改善することができますて改善することができます。。
可愛い大切な猫だからこそ、愛情をもってしつけ可愛い大切な猫だからこそ、愛情をもってしつけ、、

適正な飼育を心がけましょう適正な飼育を心がけましょう。。

（市環境保全課）

諫
早
社
会
保
険
事
務
所

�
　

・
１
６
６
６

２５

婚
姻
な
ど
で
氏
名
を
変
更
し
た

人
は
年
金
加
入
記
録
の
確
認
を

春の全国交通安全運動

４月６日�～１５日�
点めつだ　一度止まって　次の青

重点項目
①子どもと高齢者の交通事故防止②飲酒運転の
根絶③すべての座席のシートベルトとチャイル
ドシートの正しい着用の徹底④夕暮れ・夜間の
歩行者と自転車の交通事故防止
夕暮れ時における早め点灯、雨天・曇天時の点灯

諫
早
社
会
保
険
事
務
所

�
　

・
１
６
６
６

２５

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
お

忘
れ
な
く
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広報 諫早 ２００８年（平成２０年）４月号 16

テ
ー
マ「
医
療
保
険
と
介
護
保
険
」

■
と
き

　

４
月　

日 
２３

　

午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

■
と
こ
ろ

　

高
城
会
館
３
階

■
募
集
人
員

　
　

人
程
度

３０
■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

同
セ
ン
タ
ー

■
募
集
区
分
／
陸
・
海
・
空
・
一
般
・

技
術
幹
部
候
補
生

■
応
募
資
格
／
昭
和　

年
４
月
２

５８

日
〜
平
成
元
年
４
年
１
日
に
生

ま
れ
た
人
（
平
成　

年
３
月
に

２１

大
学
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

■
試
験
期
日

　

５
月　

日 

・　

日 

１７

１８

　
（　

日
は
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
）

１８
■
試
験
会
場

　

長
崎
市
内
お
よ
び
佐
世
保
市
内

■
受
付
期
間

　

４
月
１
日 

〜
５
月　

日 
１２

■
問
い
合
わ
せ
先

　

同
事
務
所
、
市
民
窓
口
課
ま
た

は
各
支
所
住
民
環
境
課

さ
わ
や
か
介
護
相
談
員
と
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
思
っ
て

い
て
も
口
に
出
し
に
く
い
疑
問
や

不
満
、
不
安
な
ど
利
用
者
の
日
常

の
声
を
聴
き
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
者
に
伝
え
、
問
題
の
改
善
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
の
た
め

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

■
対
象
／
利
用
者
の
立
場
に
立
っ

て
活
動
で
き
る
人
柄
と
熱
意
の

あ
る
市
民

■
活
動
内
容
／
相
談
員
の
派
遣
を

希
望
す
る
介
護
保
険
施
設
な
ど

を
週
１
回
程
度
訪
問

■
募
集
人
員
／
６
人

■
受
付
期
間

　

４
月
１
日 

〜　

日 
１８

■
応
募
方
法
／
同
課
に
履
歴
書
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

面
談
に
て
選
考
い
た
し
ま
す

■
そ
の
他
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す

が
、
交
通
費
程
度
の
報
償
費
の

支
給
が
あ
り
ま
す

※
さ
わ
や
か
介
護
相
談
員
と
し
て

活
動
す
る
た
め
に
は
、
事
前
に

「
介
護
相
談
員
養
成
研
修
」
の

受
講
が
必
要
で
す
。

養
成
研
修
予
定

□
と
き

　

前
期
５
月
末
（
４
日
間
）

　

後
期
６
月
末
（
１
日
間
）

□
と
こ
ろ
／
大
阪
市

□
研
修
費
・
旅
費
な
ど
／
市
負
担

自
衛
隊
諫
早
地
域
事
務
所

�
　

・
４
４
５
５

２２

自
衛
官

市
高
齢
介
護
課

さ
わ
や
か
介
護
相
談
員

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
　

・
３
１
１
３

２２

消
費
生
活
市
民
講
座
受
講
者

（平成２０年３月１日現在）
連絡先所在地名称
２５-１４３９馬渡町３西諫早クラブ
２７-０１２１小船越町５５４-２（つくし学園内）つくしっ子クラブ（障害児主体）
２４-３３２８城見町２９-１２北小クラブ
４６-６０７０城見町８３３-４わんぱくキッズ
２２-６２５３福田町５-４６なかよし村学童クラブ
２２-７５１１幸町５９-１諫小学童クラブ
２３-８５９０原口町６０７上山クラブ
２１-４４１１小川町３９８-１小栗学童クラブ
２１-６７８０栗面町３１１-２いちご
２１-９５１０宗方町３４７-１こどものくに小野
２５-２７９８貝津町２６６１-１真津山学童クラブ
２５-７１８２栄田町４８-６６御小クラブ
２３-９１８５西里町８０３みのり学童クラブ
２６-４９６５真崎町１０３７-３真城っ子ハウス
２６-４９６５真崎町１０３７-３真城元気っ子ハウス
２６-９５８５白岩町３-１（真崎小学校内）たけうまクラブ
４３-６０８５多良見町西川内１２４５遊びの家共同保育園
４３-６９４０多良見町中里５０-２中里児童クラブ
４３-４６３５多良見町シーサイド１-２８６シーサイドクラブ
４４-１４０３多良見町舟津１４１１-１児童クラブルンビニー
３６-０８８９森山町下井牟田４７３-１（森山西小学校内）森小クラブ
０９０-５７２７-４２２２飯盛町中山６５０-９東小学童クラブかたらんね
３４-２１０９小長井町打越１-３クレヨンクラブ
３４-２７１６小長井町小川原浦２２７ポケットクラブ

小学生を対象に、新年度の学童保育児童を募集しま
す。母子・父子世帯、兄弟姉妹などの保育料の減免制
度もありますので、詳しくはおたずねください。
■保育時間（平均的な時間、詳細は各学童クラブ）
　○平日／放課後～午後６時
　○夏休みなどの長期休校日／午前８時～午後６時
■申込・問い合わせ先／各学童クラブ

学童クラブ児童を募集します

諫
早
市
役
所�
０
９
５
７
・　

・
１
５
０
０
（
代
表
）

２２

■募集戸数
　募集案内書でお知らせします
■募集案内書配付／４月１４日 ～
■募集期間／４月２３日 ～２５日 
　午前８時３０分～午後５時
■応募資格／同居親族がある、収入が基準
内である、実際に住宅に困窮しているな
ど、一定の資格要件を満たしていること
が必要です。詳しくは、募集案内書をご
確認ください。

※単身でも入居できる場合あり
■選考方法
　応募締め切り後、公開抽選で決定します
■募集案内書の配付場所・問い合わせ先
　建築住宅課または各支所建設課

■募集団地・戸数・家賃（月額）・間取り
　西諫早団地（堂崎町３‐２）・８戸
　・２６、８００円・３Ｋ
■入居資格基準
　あり（詳細はお尋ねください）
■申込書配付／４月１日 
■受付／４月９日 ～１１日 
　午前１０時～午後４時（１１日 は正午まで）
■抽選日
　４月１１日 午後２時～
※申込者が募集戸数より少ない場合は以
降随時受付

■申込・問い合わせ・抽選会場
　長崎県住宅供給公社諫早事務所
　（地区センター内山川町１‐４‐１�２６‐９０５３）

入入入入入入入入入入入入入入居居居居居居居居居居居居居居者者者者者者者者者者者者者者をををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集ししししししししししししししまままままままままままままま入居者を募集しますすすすすすすすすすすすすすす
市営住宅

長崎県住宅供給公社賃貸住宅
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17 ２００８年（平成２０年）４月号 広報 諫早

場所時間実施日
中田町公民館午後３時１０分～３時３０分５月１２日�

諫
早
地
域

原口公民館午前９時３０分～１０時３０分

５月１３日� 中央ふれあい広場午前１０時５０分～１１時５０分
小栗出張所午後１時～２時３０分
新道町公民館午後２時５０分～３時２０分
本野出張所午前９時３０分～１０時３０分

５月１４日�
県央保健所午前１０時５０分～正午
本明町公民館午後１時～１時５０分
本明川ダム集会所午後２時２０分～２時４０分
湯野尾集落センター午後３時～３時３０分
橘湾中央漁協前午前９時３０分～１０時４０分

５月１５日� 早見町海浜広場午前１１時～１１時２０分
中通町公民館午後１時～１時４０分
天神町ふれあいセンター午後２時～２時３０分
長田出張所午前９時３０分～１０時４０分

５月１６日� 西里公民館午前１１時～１１時３０分
福田町公民館午後１時～２時３０分
小豆崎町公民館午後２時５０分～３時２０分
小野出張所午前９時３０分～１０時３０分

５月１９日�
小野島公民館午前１０時５０分～１１時４０分
赤崎会館午後１時～１時３０分
宗方神社前午後１時５０分～２時２０分
川内町公民館午後２時４０分～３時１０分
破篭井バス停前午前９時３０分～９時５０分

５月２０日�

真崎町公民館駐車場午前１０時１０分～１０時５０分
永昌町公民館午前１１時１０分～１１時５０分
長野会館午後１時～１時３０分
栗面町公民館午後１時５０分～２時２０分
諫早市体育館裏午後２時４０分～３時２０分
目代町公民館午前９時３０分～１０時２０分

５月２１日� 日の出開発公園午前１０時４０分～１１時４０分
城見公園午後１時～２時
天満公園午後２時２０分～３時２０分
小船越町公民館午前９時３０分～１０時３０分

５月２２日� 貝津町公民館午前１０時５０分～１１時５０分
土師野尾町公民館午後１時～１時３０分
平山町公民館午後２時～３時
花の木ふれあいセンター午前９時４０分～１０時

５月２３日� 久山台コミュニティーセンター午前１０時３０分～１１時３０分
若葉公園午後１時～１時３０分
久山公園午後１時５０分～２時５０分

堂崎緑地臨時駐車場午前１０時～正午５月２５日� 午後１時～３時

場所時間実施日
旧長里農協倉庫前午前１０時～１１時

４月７日�小
長
井
地
域

牧公民館午前１１時２０分～正午
長戸公民館午後１時～１時５０分
小川原浦公民館午後２時１０分～３時
農場公民館午前１０時～１０時５０分

４月８日� 井崎公民館午前１１時１０分～正午
釜公民館午後１時～２時
宇良分館午前１０時３０分～正午４月９日�

高
来
地
域

ふれあい会館午後１時３０分～３時
高来西ゆめ会館午前１０時～正午４月１０日� 深海分館午後１時３０分～２時３０分

高来公民館午前１０時３０分～正午４月１１日� 午後１時３０分～３時
上井牟田研修所午前１０時～１０時４５分

４月１５日�
森
山
地
域

下井牟田公民館午前１１時～１１時４５分
慶師野公民館午後１時～１時３０分
本村公民館午後１時４５分～２時１５分
森山支所午後２時３０分～３時１５分
農協給油所裏午前１０時～１０時５５分

４月１６日� 杉谷地区公民館午前１１時１０分～１１時５５分
旧東保育所前午後１時～１時４０分
唐比地区公民館午後２時～２時４５分
飯盛支所午前１０時～１１時５０分

４月１７日�飯
盛
地
域

月の港会館午後１時～２時
小島バス停横午後２時２０分～３時
田結出張所午後１時～２時４月１８日� 古場公民館午後２時３０分～３時
大草出張所午前９時５０分～１０時５０分

４月２１日�
多
良
見
地
域

野川内公民館午前１１時１０分～１１時５０分
佐瀬コミュニティセンター午後１時～１時４５分
多目的研修館午後２時１０分～３時１０分
市布公民館午前９時２０分～１０時３０分

４月２２日� 喜々津団地公園午前１０時５０分～１１時５０分
中里公民館午後１時１０分～２時
シーサイド２区公民館午前９時３０分～正午

４月２３日� （仮称）諫早市たらみ会館
現多良見支所第２別館午後１時～３時３０分

猿崎町公民館午前９時３０分～９時５０分

５月１２日�
諫
早
地
域

白浜町公民館午前１０時１０分～１０時５０分
白原公民館午前１１時１０分～１１時３０分
高天町構造改善センター午後１時～１時３０分
正久寺町公民館午後１時５０分～２時１０分
白木峰公民館午後２時３０分～２時５０分

畜犬登録している畜犬登録している人人　
案内ハガキを送付しま　案内ハガキを送付しますす
・予防注射接種料金　・予防注射接種料金／／２，５００２，５００円円
・注射済票交付手数料　・注射済票交付手数料／／５５０５５０円円

畜犬登録していない畜犬登録していない人人
別途、蓄犬登録手数料　別途、蓄犬登録手数料（（３，０００３，０００円）が必要円）が必要

□問い合わせ先／同課または各支所住民環境□問い合わせ先／同課または各支所住民環境課課

平成２０年度狂犬病予防接種を行いま平成２０年度狂犬病予防接種を行いますす
（市環境保全課）（市環境保全課）　　　　　　　　

狂犬病予防接種は、法律で義務付けられていますので、必ず接種してください狂犬病予防接種は、法律で義務付けられていますので、必ず接種してください。。

※どの会場でも予防接種可能です。また、日程が合※どの会場でも予防接種可能です。また、日程が合わわ
ない場合は最寄りの動物病院でも受けられますない場合は最寄りの動物病院でも受けられます。。

次の鑑札番号をお持ちの人は、同課までご連絡を
０２４８１・０２５００・０２９０５・０２９１０・０２９３９・０２９９２・０２９９５
０４０１３・０４０１６・０４０３１・０４０３７・０４０４８・０４０５６　　　　

犬の正しい飼い方を守りましょ犬の正しい飼い方を守りましょうう

放し飼いはしな放し飼いはしないい
市の条例で禁止されていま　市の条例で禁止されていますす

必ずフンの始末をす必ずフンの始末をするる
最低限のマナーで　最低限のマナーですす

悪臭・鳴き声・繋ぐ場所などにも気をつけ悪臭・鳴き声・繋ぐ場所などにも気をつけるる
飼い主の義務で　飼い主の義務ですす
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広報 諫早 ２００８年（平成２０年）４月号 18

諫
早
市
役
所�
０
９
５
７
・　

・
１
５
０
０
（
代
表
）

２２

受付時間実施日会場地区
午後 1時 10 分～ 1時 40 分４月３日�西諫早公民館※真津山・西諫早
午後１時３０分～２時４月４日�小長井文化ホール小長井
午後２時～２時４０分４月７日�高来ふれあい会館高来
午後１時１０分～１時４０分４月８日�市民センター※中央
午後１時３０分～２時４月９日�森山保健センター森山
午後１時１０分～１時４０分４月１０日�( 仮称 ) 小栗ふれあい会館小栗
午後１時３０分～２時１０分４月１０日�多良見体育センター多良見
午後１時１０分～１時４０分４月１５日�小野ふれあい会館小野
午後１時１０分～１時４０分４月１７日�市民センター※中央
午後１時１０分～１時４０分４月１８日�長田みのり会館長田
午後１時１０分～１時４０分４月１８日�有喜公民館有喜
午後１時３０分～２時１０分４月２２日�多良見体育センター多良見
午後１時３０分～２時４月２４日�飯盛公民館飯盛
午後１時１０分～１時４０分４月２５日�諫早文化会館真津山・西諫早・本野

午後１時１０分～１時４０分５月１日�市民センター※上記の日程で接種でき
なかった人
※印の会場については駐車場が狭いので、車での来場はご遠慮ください。

厚生労働省の調査で、昭和５０～５２
年生まれの人は、ポリオに対する免
疫の保有率が他の年齢層と比べて
低いことがわかっています。
ポリオの流行がある地域に渡航

する時や、お子さんがポリオ生ワク
チンを接種する時に、再度ワクチン
を接種することをお勧めします。こ
の場合の接種は任意の予防接種で
す。（成人は１回のみの接種で可）
接種を希望する人は、乳幼児の接

種の際に受けられますので、最寄り
の会場で受けてください。

次
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
変
更
届

の
提
出
が
必
要
で
す

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
が
変

わ
っ
た
と
き

■
必
要
な
も
の

　

新
し
い
被
保
険
者
証
、
福
祉
医
療

費
受
給
者
証
、
印
鑑

※
保
険
の
変
更
届
が
な
い
場
合
、
正

確
に
支
給
額
が
算
定
で
き
ま
せ

ん
。
誤
支
給
の
場
合
は
、
調
整
ま

た
は
返
納
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

氏
名
・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

■
必
要
な
も
の

　

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
、
印
鑑

※
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
訂
正

ま
た
は
再
交
付
を
し
ま
す
。

振
込
先
口
座
を
変
え
た
い
と
き

■
必
要
な
も
の

　

新
し
い
振
込
先
の
通
帳
（
受
給
者

名
義
の
口
座
に
限
る
）、
福
祉
医

療
費
受
給
者
証
、
印
鑑

よ
く
あ
る
質
問
（
Ｑ
＆
Ａ
）

Ｑ．
予
想
よ
り
支
給
額
が
少
な
い
の

で
す
が
。

Ａ．
保
険
外
診
療
分
が
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
か
。
保
険
外
診
療
分
は
対

象
外
な
の
で
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

Ａ．

保
険
者
（
社
保
、
健
保
組
合
、

共
済
、
国
保
な
ど
）
か
ら
の
支
給

（
高
額
療
養
費
、
附
加
給
付
な

ど
）
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
保
険
者

か
ら
の
支
給
が
あ
る
場
合
、
二
重

の
支
給
と
な
ら
な
い
よ
う
、
差
し

引
い
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

Ｑ．

高
額
療
養
費
っ
て
何
で
す
か
。

Ａ．
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

に
、
本
人
負
担
額
を
超
え
る
医
療

費
が
払
い
戻
さ
れ
る
制
度
で
す
。

す
べ
て
の
保
険
者
に
あ
る
法
定

給
付
で
す
が
、
本
人
負
担
額
は
個

人
で
異
な
り
ま
す
。
本
人
負
担

額
、
申
請
方
法
な
ど
は
各
保
険
者

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

Ｑ．

附
加
給
付
っ
て
何
で
す
か
。

Ａ．
高
額
療
養
費
の
ほ
か
に
保
険
者

が
独
自
で
行
っ
て
い
る
医
療
費

の
払
い
戻
し
制
度
で
す
。
す
べ
て

の
保
険
者
に
あ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
附
加
給
付
の
有
無
、
申
請

方
法
な
ど
は
各
保
険
者
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

Ｑ．
領
収
書
は
コ
ピ
ー
で
も
い
い
で

す
か
。

Ａ．

原
則
と
し
て
、
領
収
書
で
の
申

請
は
原
本
で
の
申
請
に
な
り
ま

す
（
コ
ピ
ー
不
可
）。
領
収
書
を

手
元
に
置
い
て
お
き
た
い
場
合

は
、
医
療
機
関
の
証
明
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

昭和５０～５２年生まれの人はポリ
オ生ワクチンの追加接種を（無料）

〜
乳
幼
児
福
祉
医
療
費
の　
　

　
　
届
出
は
お
忘
れ
な
く
〜

（
市
児
童
福
祉
課
）

小児マヒ予防のためのポリオ生ワクチンの接種を実施しま小児マヒ予防のためのポリオ生ワクチンの接種を実施しますす

■■
対
象
／
生
後
３
月
〜　

月
未
満
の
乳
幼
児

１８

（
未
完
了
者
は　

月
未
満
ま
で
可
）

９０

■■
実
施
方
法
／
６
週
間
以
上
間
隔
を
あ
け
て

２
回
飲
ま
せ
ま
す
。（
昨
年
秋
に
１
回
接
種

し
た
人
は
、
今
回
が
２
回
目
で
す
。）

■■
必
要
な
も
の
／
母
子
健
康
手
帳
、
予
防
接

種
手
帳
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

■■
予
診
票
／
接
種
前
に
保
護
者
が
記
入

　
（
予
診
票
は
会
場
に
あ
り
ま
す
が
、
事
前
に

必
要
な
人
は
、
同
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
案
内

ま
た
は
各
支
所
健
康
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。）

■■
注
意
事
項
／
接
種
後
４
週
間
は
他
の
予
防

接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
三
種

混
合
、
日
本
脳
炎
を
受
け
て
か
ら
１
週
間
、

麻
し
ん
、
風
し
ん
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
受
け
て
か

ら
４
週
間
の
間
隔
が
あ
い
て
い
な
い
と
接

種
で
き
ま
せ
ん
。
体
温
は
接
種
当
日
会
場

で
計
っ
て
く
だ
さ
い
。

■■
問
い
合
わ
せ
先

　

同
セ
ン
タ
ー
（�
　

・
０
７
０
０
）

２７

※
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
他
の
会
場
で
も

接
種
で
き
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
居
住
地

区
で
の
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。

（健康福祉センター（健康福祉センター））
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19 ２００８年（平成２０年）４月号 広報 諫早

■受給資格者／次に該当する児童（１８歳に達する日以
後の最初の３月３１日までの間にある人または２０歳未
満で政令の定める程度の障害の状態にある人）を監
護している母または養育者
①父母が離婚した児童　②父が死亡した児童　③父
が重度の障害である児童　④父の生死が明らかでな
い児童　⑤１年以上、父から遺棄されている、また
は父が法令により拘禁されている児童　⑥母が婚姻
しないで生まれた児童
○次に該当する場合には支給されません／①児童を監
護する母または養育者が公的年金を受給できる　②
父と生計が同じ　③母の配偶者に養育されている

特別児童扶養手当
■受給資格者／精神または身体に障害のある 20歳未
満の児童を監護している父母（父母が監護しない場
合は養育者）

○次に該当する場合には支給されません（受給中の人
は資格喪失になります）／児童が施設に入所してい
る、児童が障害を支給事由とする公的年金などを受
給している
■手当月額（平成１９年４月現在）／重度障害の児童＝
５０，７５０円、中度障害の児童＝３３，８００円
諫早市心身障害児福祉手当
■受給資格者／①～④のいずれかに該当する児童を監
護する保護者で、市内に１年以上住所を有する人
　①身体障害者手帳の等級が３級以上　②知能指数が
５０以下　③精神障害者保健福祉手帳の等級が２級以
上　④①～③に準ずる障害を有する
○次に該当する場合には支給されません（受給中の人
は資格喪失になります）／児童が施設に入所してい
る、児童が障害児福祉手当を受給している
■手当月額（平成１９年４月現在）／２，０００円

特別障害者手当
■受給資格者／２０歳以上で、国民年金の１級程度の障
害が重複するなど、著しく重度の障害状態にあるた
め日常生活に常時特別の介護を必要とする在宅障害
者
○次に該当する場合には支給されません（受給中の人
は資格喪失になります）／施設に入所している、病
院などに３カ月以上入院している

■手当月額（平成１９年４月現在）／２６，４４０円
障害児福祉手当
■受給資格者／２０歳未満で、最重度の障害状態にある
ため日常生活に常時の介護を必要とする在宅障害児

○次に該当する場合には支給されません（受給中の人
は資格喪失になります）／施設に入所している、障
害を支給事由とする公的年金などを受給している

■手当月額（平成１９年４月現在）／１４，３８０円
■申請・問い合わせ先／同課または各支所健康福祉課

■手当月額（平成１９年４月現在）
〇児童が１人の場合＝４１，７２０円～９，８５０円（所得に応
じて１０円きざみで算出）

〇児童が２人の場合＝「１人の場合」の金額に５，０００
円加算

〇児童が３人目以降＝「２人の場合」の金額に１人
につき３，０００円加算

■支給月／４月・８月・１２月（年３回）
■手続きに必要なもの
　認定請求書、戸籍謄本、住民票、通帳（ゆうちょ銀
行以外）、印鑑、養育費に関する申告書など
※受給資格者または同居の扶養義務者について所得制
限があります。受給資格者やその児童が父から養育
費を受け取っている場合には、養育費の８割相当額
が所得として加算されます。

■申請・問い合わせ先／同課または各支所健康福祉課

手手当当制制度度ににつついいてておお知知ららせせししまますす

身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健
福祉手帳をお持ちの人は、次のようなときには
必ず手続きを行ってください。
○障害がなくなったとき
○障害の程度が変わったとき
○再認定を要する年月に近づいたとき
○住所・氏名が変わったとき
○手帳を紛失・破損したとき
○死亡したとき
○市外へ転出したとき（転出先市町村で手続
きを行ってください）

児児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童童童扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶扶養養養養養養養養養養養養養養養養養養手手手手手手手手手手手手手手手手手手当当当当当当当当当当当当当当当当当当

（（（（（（（（（（（（（（（（（（市市市市市市市市市市市市市市市市市市児児児児児児児児児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童童童童童童童童童福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉課課課課課課課課課課課課課課課課課課））））））））））））））））））

障障障障障障障障障障障障障障障障障害害害害害害害害害害害害害害害害害のののののののののののののののののあああああああああああああああああるるるるるるるるるるるるるるるるる障害のある人人人人人人人人人人人人人人人人人人
ににににににににににににににににに関関関関関関関関関関関関関関関関関すすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるる手手手手手手手手手手手手手手手手手　　　に関する手当当当当当当当当当当当当当当当当当当
（（（（（（（（（（（（（（（（（市市市市市市市市市市市市市市市市市障障障障障障障障障障障障障障障障障害害害害害害害害害害害害害害害害害福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉課課課課課課課課課課課課課課課課課（市障害福祉課））））））））））））））））））
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■事業のおたずねは
健康福祉センター　�２７－０７００　多良見支所健康福祉課�４３－１１１１　森山保健センター　　�３５－２８６６
飯盛支所健康福祉課�４８－１１１１　高来支所健康福祉課　�３２－２１１１　小長井支所健康福祉課�３４－２１１１

広報 諫早 ２００８年（平成２０年）４月号 20

会場日時

上山公園駐車場午前９時～１１時１２�

飯盛支所午前９時～１１時２６�

ウオーキングは、５～６㎞コース　※雨天中止、水筒・タオル持参
【問い合わせ先】市運動普及推進員協議会事務局（�２７－０７００）

会場日時

市民センター午後１時～３時１０�

【問い合わせ先】
※認知症の人と家族の会（渡部三津子さん）�２６－１７６３

■ウオーキング教室

備考受診者負担検査内容対象者健診の種類

２００円問診、HCV抗体検査、HBs抗原
検査

４０～７５歳で、過去に検診を受
けていない人Ｃ型肝炎ウイルス検診

２００円問診、便潜血検査４０歳以上大腸がん検診

４００円
１，２００円

（エックス線）
（内視鏡）

問診、胃部エックス線検査または
内視鏡検査４０歳以上胃がん検診

１００円
３００円

（エックス線）
（喀痰）

問診、胸部エックス線検査、
必要に応じて 喀  痰 細胞診検査

かく たん４０歳以上結核・肺がん検診

３００円
６００円

（頚部のみ）
（頚部と体部）

問診、視診、子宮頚部の細胞診お
よび内診、必要に応じて子宮体部
の細胞診検査

２０歳以上の偶数年齢の女性子宮がん検診

１９年度に乳がん検診でマン
モグラフィを受けた人は、２０
年度の検診は受けられませ
ん（２年に１回の受診です）

（視触診のみ）　　　　２００円
（視触診とマンモグラフィ）

４０歳代　　　７００円
５０歳以上　　５００円

問診、視触診、マンモグラフィ
(乳房エックス線検査 )

３０歳以上の女性で前年度に
マンモグラフィ (乳房エック
ス線検査 )を受けていない人
（ただし、マンモグラフィは４０歳
以上が対象）

乳がん検診

個別健診のみ６００円問診、眼圧・眼底検査など４０、５０、６０歳眼科健康診査

個別検診のみ４００円問診、骨量測定４０、４５、５０、５５、６０、６５、７０
歳の女性骨粗しょう症検診

個別検診のみ４００円問診、歯周組織検査など４０、５０、６０、７０歳成人歯科検診

■平成２０年度　成人健診
４月から翌年３月までの１年間、市民を対象に健診を実施します。市内の医療機関（事前に要申込）で、早めに受診してください。
対象年齢は、平成２１年３月３１日現在です

【注意事項】
■対象者／職場健診や人間ドックなどで健診の機会がある人は受診できません。
■実施方法／個別健診（医療機関）および支所地域での集団健診を予定しています。集団健診の日程については、後日お知らせ
します。
■受診者負担の免除／生活保護世帯、市民税非課税世帯の人は受診者負担が免除されますので事前にご相談ください。
■その他／受診の際は、健康手帳と健康保険証を持参してください。健康手帳をお持ちでない人は受診の際に申し出てください。
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21 ２００８年（平成２０年）４月号 広報 諫早

4月
健康診査・健康相談で中央とは、「諫早・上山・北諫早・上諫早小学校区の人」、北部は、「西諫早・本野・
御館山・真城・真崎小学校区の人」、南部は、「森山地域・小野・小栗・有喜地区の人」です。

会場日時対象者事業名

健康福祉センター午後２時～４時７�、２１�妊　婦マタニティー
教　　　　室

（仮称）諫早市たらみ会館
（現多良見支所第２別館）午後７時～９時１５�妊婦とその家族ハローベビー

教　　　　室

高来ふれあい会館（受付時間）午後１時～１時３０分長田・高来２�
平成１９年６月
　　　　～７月生
平成２０年１月
　　　　～２月生

乳　　児
健康診査
（集団）

森山保健センター（受付時間）午後１時～１時３０分南部７�

生後１２月まで
乳　　児
健康相談

（仮称）諫早市たらみ会館
（現多良見支所第２別館）（受付時間）午後１時～１時３０分多良見・真津山７�

健康福祉センター（受付時間）午後１時～１時３０分中央１５�

飯盛公民館（受付時間）午後１時～１時３０分飯盛１６�

健康福祉センター（受付時間）午後１時～１時３０分北部２２�

※高来ふれあい会館でも、乳児健康診査と同じ日に開催　（受付時間）午後１時～１時３０分

飯盛公民館（受付時間）午後１時～１時１５分飯盛９�平成１８年７月
　　　　～１０月生

１歳６カ月児
健康診査

高来ふれあい会館（受付時間）午後１時～１時１５分長田・高来１６�平成１８年８月
　　　　～１０月生

※平成２０年４月から一部の地域で対象年齢を１歳８カ月に変更します。それに伴い、４・５月は健康
福祉センター、森山保健センター、多良見体育センターでの実施はありませんのでご了承ください。
子どもが１歳８カ月になる前月に個人通知をします。

※平成２０年４月から、歯科医院での個別健康診査になります。
（対象者には、個人通知をします）

平成１７年１０月生
（ただし飯盛地域の人
は、９～１０月生）

２歳６カ月児
歯科健康診査

健康福祉センター（受付時間）１２時４５分～午後１時北部４�

平成１６年１０月生３歳児
健康診査

健康福祉センター（受付時間）１２時４５分～午後１時中央１１�

森山保健センター（受付時間）１２時４５分～午後１時南部２３�

多良見体育センター（受付時間）１２時４５分～午後１時多良見・真津山２４�

問い合わせ先ところ支援センター（保育園）

�２３－３７６５小野島町２０５７－１くるみの家
　　　　　　（ほなみ保育園）

�２６－９４４８山川町 24－ 3ほしのこ
　　　　　　（星の子保育園）

�４３－７２２２多良見町木床１５７０親子のひろばアイアイ
　　　　　（わくわく保育園）

�３２－２１８２高来町峰１４４－３ほっとルーム
　　　　　　　（金華保育園）

�２２－５９２５栗面町３１５支援センターいちご
　　　　　　（いちご保育園）

　家庭で子育てしているお母さんたちを支援するため、
市内５カ所に「子育て支援センター」があります。
※内容などについては、各支援センターにお尋ねください。
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■と　き／４月２０日 
　開場：午後１時３０分　開演：午後２時
■ところ／諫早文化会館
■入場料／一般１，５００円、高校生以下５００円
■曲目
　第１部【クラシック名曲集】
　・「モルダウ」「Ｇ線上のアリア」「剣の舞」など
　第２部【ドイツ・ロマン派の世界】
　・シューマン作曲「交響曲第３番　ライン」
※未就学児を対象とした託児室有
■問い合わせ先
　諫早交響楽団事務局（�２２－１１０３）

　市民の皆さんから提供していただいた、たく
さんのこいのぼりが風光明媚な多良見のぞみ公
園の空を元気よく泳ぎます。いろいろな鯉をぜ
ひ見にきてください。
■期　間／４月中旬～５月初旬
■ところ／多良見のぞみ公園
■問い合わせ先
　多良見のぞみ会館（�４３－６２００）

　森山スポーツ交流館は、健康づくりの一環と
して４月～９月まで各種健康スポーツ教室を開
催します。
■教　室／各教室とも２０回コース
■受講料／５，０００円

■問い合わせ先
　森山スポーツ交流館（�３５－２８８８）

　山茶花高原恒例のたこ揚げ大会を今年も開催
します。気の合う仲間や家族連れで多数ご来園
ください。
　また、創作たこコンテストの参加者も募集し
ています。当日の受け付けもいたしますのでぜ
ひご参加ください。
■と　き／４月２９日  午前１０時３０分～午後３時
■ところ／山茶花高原風の丘芝生広場
■内　容／創作たこコンテスト、たこ揚げ名人
芸披露、たこ作り体験教室など

※先着２００人にミニたこをプレゼント！
■問い合わせ先
　小長井支所総務課（�３４－２１１１）

【第１０回ひいなまつり～ひいなさん桃の木の里へ行く～】
■期　間／４月６日 まで
　　　　　（月曜休園　※３月３１日 は臨時開園）
■内　容／園内にある庄屋屋敷にて約１３０体の
雛人形を展示
※観覧無料（ただし、要入園料）

【第２回ふれあい祭 in 干拓の里２００８】
■と　き／３月３０日 
■内　容／子どもたちに人気の「ミニＳＬ」が
登場したり、諫早マジック愛好会によるマ
ジックショーや指人形劇、ポン菓子の実演、
饅頭などの販売
■問い合わせ先／干拓の里（�２４－６７７６）

定員内容日時教室名

７０人太極拳動作
と呼吸法

毎週火曜日
　午後１時３０分～３時太極拳

１００人軽めの有酸
素運動

毎週水曜日
　午前１０時３０分
　　　　　～１１時３０分

リフレッ
シュ体操

４０人水泳基礎
毎週金曜日
　午前１０時
　　　　　～１１時３０分

一般水泳

４０人軽めの水中
運動

毎週金曜日
　午後１時～１時５０分

温水浴
（男女）

４０人軽めの水中
運動

毎週金曜日
　午後２時～２時５０分

温水浴
（女）

１００人エアロビク
ス

毎週金曜日
　午後８時～９時

エアロビ
クス

ひいなさん工作教室　※参加無料
【とき】３月２３日�・４月６日�午後１時～４時
【ところ】技巧館（干拓の里園内）
【内容】折り紙や切り紙、やじろべえ、ちぎり絵な
どのひいなさん作り
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問い合わせ先入場料時　間会　場内　容曜日

ハンドボール協会
（�２６－００６１）無料午前９時～午後６時小野体育館、

森山スポーツ交流館
西日本カップ高校ハンドボール
スプリング大会

火１

水２

バドミントン協会
（�２４－０８７２）無料午前８時～午後７時小野体育館第４３回市民春季バドミントン大

会（中学生の部）
土５

日６ 軟式野球連盟
（�２２－５６５６）無料午前９時～午後５時高来総合運動公園、

飯盛グラウンド
第５２回高松宮賜杯軟式野球大会
市予選

県シニアソフトボール連盟
（�２３－０５３１）無料正午～午後５時

（１２日以降は午前８時から）県立総合運動公園全九州シニアソフトボール親善
諫早大会（～１３日）金１１

市ソフトテニス連盟
（�２３－３９５５）無料午前８時～午後６時県立総合運動公園中地区選抜高校生春季ソフトテ

ニス大会
土１２

柔道協会
（�２６－５８６３）無料午前８時～午後６時小野体育館第３回九州地区中学校柔道練成

大会
長崎陸上競技協会
（�２１－１９２１）無料午前８時～午後６時３０分県立総合運動公園第１回県記録会

日１３ 市ソフトボール協会
（�２５－６３９１）無料午前９時～午後５時市営ソフトボール場第５４回全日本総合選手権大会

軟式野球連盟
（�２２－５６５６）無料午前９時～午後５時高来総合運動公園第５２回高松宮賜杯軟式野球大会

市予選
長崎陸上競技協会
（�２１－１９２１）無料午前８時～午後６時県立総合運動公園第３７回ながさきリレーカーニバ

ル

土１９ 市ソフトテニス連盟
（�２３－３９５５）無料午前８時～午後６時県立総合運動公園

第１９回市長杯争奪中学校スポー
ツ選手権大会
（ソフトテニス競技）

バドミントン協会
（�２４－０８７２）無料午前９時～午後６時小野体育館県高校春季バドミントン大会

日２０
県サッカー協会
（�４３－２０９５）

一般６００円
（当日８００円）
中高生３００円
（当日４００円）
小学生以下無料

午後１時（キックオフ）県立総合運動公園第３６回九州サッカーリーグ
（２００８）第 3節

市ソフトボール協会
（�２５－６３９１）無料午前９時～午後５時市営ソフトボール場実年ＳＰ春季大会

レディースＳＰ春季大会
市ソフトテニス連盟
（�２３－３９５５）無料午前８時～午後６時県立総合運動公園高校生ソフトテニス地区予選

土２６

大会事務局
（�５２－３７７２）無料午前９時～午後６時森山スポーツ交流館県高等学校総合体育大会中地区

予選会（卓球競技）
卓球センター内大会事務局
（�２６－１０１７）無料午前８時～午後６時小野体育館第２４回松本杯争奪卓球大会

市教委体育保健課
（�２２－１５００）無料午前８時～午後６時飯盛体育館

第２０回市長杯争奪中学校スポー
ツ選手権大会（バスケットボー
ル競技）（～２７日）

市教委体育保健課
（�２２－１５００）無料午前８時～午後６時高来総合運動公園、

飯盛グラウンド
第２０回市長杯争奪中学校スポー
ツ選手権大会
（軟式野球競技）（～２７日）

市ソフトテニス連盟
（�２３－３９５５）無料午前８時～午後６時県立総合運動公園第１０回ヨネックス杯市ソフトテ

ニス大会

日２７

剣道協会
（�２６－２４７６）無料午前８時～午後５時森山スポーツ交流館第３１回県少年剣道錬成大会

市教委体育保健課
（�２２－１５００）無料午前８時～午後５時小野体育館第２０回市長杯争奪中学校スポー

ツ選手権大会（柔道競技）

市ソフトボール協会
（�２５－６３９１）無料午前９時～午後５時市営ソフトボール場

第２２回全国・第１０回西九州・第
２６回九州小学生ソフトボール大
会

市教委体育保健課
（�２２－１５００）無料午前８時～午後７時小野体育館

第２０回市長杯争奪中学校スポー
ツ選手権大会
（バドミントン競技）

火２９

市教委体育保健課
（�２２－１５００）無料午前９時～午後５時市体育館第２０回市長杯争奪中学校スポー

ツ選手権大会（剣道競技）

少年ソフトボール連盟
（�０９０－１９２３－７６１３）無料午前９時～午後５時

市営ソフトボール場、
高来総合運動公園、
森山餅田山グラウンド、
森山グラウンド

第１９回諫早東ライオンズクラブ
旗少年ソフトボール大会

中島ピアノ教室
（�２５－６０３０）無料午後１時３０分

　　　　～４時３０分市文化会館中島ピアノ教室ピアノ発表会

 4 月のイベントカレンダー　（諫早文化会館・市体育施設・県立総合運動公園で開催される主なイベントをご紹介します）
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広報 諫早 ２００８年（平成２０年）４月号 24

（中央）…中央公民館
　�２３－１１６０
（西諫早）…西諫早公民館
　�２６－１５００
（小栗）…小栗公民館
　�２２－１５３３
（長田）…長田公民館
　�２３－９０２４
（本野）…本野公民館
　�２６－０２７０
（有喜）…有喜公民館
　�２８－３１１０
（小野）…小野公民館
　�２２－０２６４

（多良見）…多良見公民館
　�４３－００４９
（伊木力）…伊木力公民館
　�４４－１００２
（森山）…森山公民館
　�３６－１１１６
（飯盛）…飯盛公民館
　�４８－００４９
（田結）…田結公民館
　�４９－１１１１
（高来）…高来公民館
　�３２－５４４０
（高来西）…高来西公民館
　�３２－３１２６
（小長井）…小長井公民館
　�３４－２２０１

申込・問い合わせは、
各公民館へ

▼
ち
ぎ
り
絵
体
験
教
室
（
森
山
）

と　

き

　

４
月　

日 

午
後
１
時　

分
〜
３

２６

３０

時　

分
３０

と
こ
ろ
／
森
山
公
民
館

内　

容

　

和
紙
を
使
っ
た
ち
ぎ
り
絵
体
験

申
込
期
限
／
４
月　

日 
１０

※
材
料
代
８
０
０
円

▼
小
栗
大
学
（
小
栗
）

期　

間

　

毎
月
１
回
（
５
月
〜
平
成　

年
２

２１

月
）
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

（
ま
た
は
午
後
４
時　

分
ま
で
）

３０

と
こ
ろ
／
小
栗
公
民
館
ほ
か

内　

容

　

趣
味
講
座
・
史
跡
巡
り
・
健
康
講
座
・

教
養
講
座
な
ど

申
込
期
限
／
４
月　

日 
１８

▼
高
齢
者
講
座
（
小
野
）

と　

き

　

４
月　

日 

午
前　

時
〜
正
午

２２

１０

と
こ
ろ

　

小
野
ふ
れ
あ
い
会
館

内　

容

　

開
校
式
（
自
己
紹
介
な
ど
）

※
当
日
参
加
可

※講座によっては、応募多数
の場合は抽選となります

■と　き／４月１９日 　午前１０時１５分～
■ところ／諫早図書館２階視聴覚ホール
■題　目／「野生のさけび（片耳の大しか・黒
いギャング）」「万引きはダメ」
■申　込／事前にお申し込みください
■問い合わせ先／視聴覚ライブラリー（�２３－４９４６）

　４月２３日の
「子ども読書の
日」にちなんで、
おはなし会を行
います。みんな
遊びに来てね！

■と　き
　４月２７日 
　・０歳～４歳　　午前１０時３０分～１１時
　・５歳～小学生　午前１１時１５分～１１時４５分
■ところ／諫早図書館（児童コーナー・おはなしのへや）
■内　容／手あそび、絵本の読み語り、おはなしなど
■定　員／３５人程度
■問い合わせ先／諫早図書館（�２３－４９４６）

■と　き／４月２０日 午後１時３０分～３時
■ところ／諫早図書館２階視聴覚ホール
■演　題
　声に出して読む日本の名作古典①「方丈記」
■講　師／平田徳男館長
■申　込／事前にお申し込みください
■問い合わせ先／諫早図書館（�２３－４９４６）

平成２０年度　図書館講座

子ども映画教室

子ども読書の日おはなし会

４月２３日は「子ども読書の日」
今年もとしょかんへ行こう！

■４月１９日 　午後２時～５時
【内　容】
　ブックトーク＆アニマシオンを体験してみま
しょう。
１部「ブックトークで伝えるいのち」（６０分）
２部「アニマシオンで楽しむ絵本の世界」（６０分）
【講　師】種村エイ子さん（鹿児島国際大学教授）
【対　象】小学生以上
【定　員】３０人
【申　込】事前にお申し込みください

■４月２０日 　午前１０時３０分～午後３時
【内　容】
　としょかんをあそぼう！①
　　としょかんクイズ・おはなし会・映画会・
　　一日図書館員

【たらみ図書館（�４３－４６１１）】
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楽
ガ
イ
ド

25 ２００８年（平成２０年）４月号 広報 諫早

４月１２日 ～４月２０日 まで諫
早公園および周辺で開催。期間
中フリーマーケットなど多彩な
イベントが盛りだくさん。
■問い合わせ先
諫早観光協会（�２２－８３２５）

高原いっぱいの黄色
いじゅうたんと大パ
ノラマが皆さんを
待っています。（３月
下旬頃から見頃）
■問い合わせ先
市緑化公園課

高来町深海地先に県内最大の３００
万本の菜の花が咲きます。（４月初
旬頃から見頃）
■問い合わせ先
拓生会（�２７－７５００）

観覧車やコイン式レール機関車な
ど家族みんなで楽しめます。
■問い合わせ先／山茶花高原ピク
ニックパーク（�３４－４３３３）

多良見地域のＪＲ長崎沿線沿い
国道２０７号は、満開の桜並木が、
通行者の目を楽しませてくれま
す。（３月下旬頃から見頃）
■問い合わせ先／多良見支所産
業振興課（�４３－１１１１）

国道５７号から国道２０７号へ抜け
る市道唐比長走線の沿道には、
約３００本の桜がうららかな春を
演出。（３月下旬頃から見頃）
■問い合わせ先／森山支所産業
振興課（�３６－１１１１）

見て、触れて、遊んで学べる
遊園地「干拓の里」で春の一
日をお過ごしください。
■問い合わせ先
干拓の里（�２４－６７７６）

花見をかねて散策コースを周
るのは気分最高。
■問い合わせ先／月の丘公園
管理事務所（�４８－２５４４）
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２
月　

日
に
行
わ
れ
た
国
内
最
大
規
模
の
東
京
マ
ラ
ソ

１７

ン
で
見
事
、日
本
人
ト
ッ
プ
の
２
位
と
な
っ
た
本
市
出
身

の
藤
原 
新 
選
手（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
所
属
）。北
京
五
輪
代
表
選

あ
ら
た

考
会
を
兼
ね
た
同
大
会
で
２
時
間
８
分　

秒
と
い
う
好
タ

４０

イ
ム
を
た
た
き
だ
し
、男
子
マ
ラ
ソ
ン
界
に
新
星
と
し
て

華
々
し
く
躍
り
出
ま
し
た
。今
月
は
、藤
原
選
手
に
東
京
マ

ラ
ソ
ン
を
走
り
終
え
た
喜
び
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。

■
大
会
を
終
え
た
今
の
気
持
ち
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

や
っ
と
終
わ
っ
た
。長
か
っ
た
な
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

喜
び
と
い
う
か
、走
り
終
え
て
爽
や
か
な
気
持
ち
で
し
た
。

タ
イ
ム
を
見
た
と
き
は
も
し
か
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出

れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

■
大
会
前
の
調
子
や
目
標
は
あ
り
ま
し
た
か
。

　

絶
好
調
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、だ

ん
だ
ん
と
調
子
が
上
が
っ
て
い
る
感
じ
で
し
た
。

　

レ
ー
ス
前
は
、勝
負
す
る
ぞ
！
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

■
陸
上
は
い
つ
か
ら
始
め
た
の
で
す
か
？
ま
た
、そ
の

き
っ
か
け
は
？

　

陸
上
は
中
学
か
ら
始
め

ま
し
た
。き
っ
か
け
は
地

元
で
行
わ
れ
て
い
た
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
で
い
い
成

績
が
残
せ
た
の
で
、ど
こ

ま
で
で
き
る
か
試
し
て
み

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

■
中
学
・
高
校
時
代
の
思
い
出
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

中
学
の
と
き
は
、練
習
で
み
か
ん
畑
の
脇
の
急
な
坂
を

ひ
い
ひ
い
言
い
な
が
ら
走
っ
て
い
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て

い
ま
す
。高
校
の
と
き
は
、常
に
全
力
で
走
っ
て
い
ま
し
た
。

練
習
も
で
す
が
、朝
練
の
あ
と
の
補
習
が
と
て
も
辛
か
っ

た
で
す
。い
い
思
い
出
は
、２
年
生
の
と
き
に
１
万
㍍
で
県

記
録
を
作
っ
た
こ
と
で
す
。ゴ
ー
ル
し
た
あ
と
凄
く
嬉
し

く
て
飛
び
上
が
っ
た
ら
足
が
つ
り
ま
し
た
。

■
地
元
の
皆
さ
ん
に
一
言
。

　

遠
く
か
ら
の
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
今
後
の
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
後
は
、北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
補
欠
選
手
と
し
て
、

や
る
べ
き
こ
と
を
し
っ
か
り
や
り
、本
来
の
自
分
の
力
を

十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
万
全
の
準
備
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
後
は
、世
界
陸
上
、次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、

精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

profile
藤原　新（ふじわらあらた）　1981年生まれ
諫早市多良見町出身
諫早市立琴海中学校→長崎県立諫早高
等学校→拓殖大学→ＪＲ東日本に入社
現在、八王子支社に勤務

飯盛町のＨさんのレシピです。

ブブロロッッココリリーーとウウイインンナナーー
のマヨネーマヨネーズああええ

■材料（４人分）■
ブロッコリー・・・・・ 1株（250ｇぐらい）　ウインナー（ベーコン）・・・・ 3～5本（枚）
ニンニク・・・・・・・・・・・・・・・・・・少量　塩・こしょう・・・・・・・・・・・・・・・適量
マヨネーズ・・・・・・・・・・・・・・・・適量

■作り方■
①ブロッコリーを一口大に切リ分け（茎も）、かためにゆでる。
②ウインナー（ベーコン）を食べやすい大きさに切る。
③フライパンに油を熱し、細かくきざんだニンニクをいため、②と①を入
れ塩こしょうで味付けしながらいためる。最後にマヨネーズを入れて
混ぜる。※お好みで松の実やカシューナッツを入れてもおいしいですよ。

まろやか美味しい

東京マラソンでのゴール
【写真提供／陸上競技社】



み
ん
な
の
広
場

２７ ２００８年（平成２０年）４月号 広報 諫早

Ａ「シットンサ？『 唐  比 レンコン
から  こ

 有  喜 ドー
う き

ラ、 江 ノ
え

 浦 バッチャン
うら

 田  結 ショーガ、
た え

 池  下 
いけ  しも

エビガネ　コリャ　ウマカ』ッテ　イイ
ヨッタトヲ。」（知ってましたか？『唐比蓮根

れん こん

有喜海鼠、江の浦
なまこ

甘藷
さつ まいも

田
た

結
ゆい

生
しょう

姜、池下
が

伊勢海老これお
い せ え び

いしい』と言っていたのを。）
Ｂ「イイヨッタナター。ナイドン有喜ドー
ラッテ　ナイ　ナター？」（言ってましたね。
でも、有喜ドーラとは何ですか？）
Ａ「ナマコン　カッコウガ　米俵ニ　ニトッケンタ
イ　ナター。」（ナマコの形が米俵に似ているからです
よ。）

　全問正解者の中から抽選で、毎月５人に図書カードをプレ
ゼント！答えのヒントは誌面の中です。ハガキに答えと住所、
氏名、年齢、広報誌へのご意見を書いて、４月８日 必着で秘
書広報課までどうぞ！なお、当選者の発表は、発送をもって代
えさせていただきます。

　問題①　平成２０年度の一般会計予算額はいくら？
　問題②　新しい小栗地区のふれあい施設は○○１日オープン。
　問題③　選挙は「贈らない　求めない　○○○○○○」。
　問題④　４月２３日は「子ども○○の日」。
　問題⑤　山茶花高原恒例のたこ揚げ大会「○○○DAY」。

●前号の答え①受診②４③資源④休館⑤菜の花
●応募総数　７１通

　

風
光
明
媚
な
大
村
湾
に
面
し
、琴

ノ
尾
岳
の
ふ
も
と
に
位
置
す
る
琴
海

中
学
校
。同
校
は
、み
か
ん
の
産
地
と

し
て
有
名
な
多
良
見
町
の
伊
木
力
地

区
に
あ
り
ま
す
。

　

み
か
ん
の
産
地
と
あ
っ
て
生
徒
に

話
を
聞
く
と
、ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が

み
か
ん
取
り
な
ど
の
経
験
が
あ
る
と

応
え
ま
し
た
。そ
し
て
、豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
環
境
と
、

郷
土
の
特
産
品
で
あ
る
伊
木
力
み
か

ん
が
自
慢
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
同
校
で
は
、育
成
会
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
が
盛
ん
で
、生
徒
同
士
や
地

域
と
の
交
流
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。生
徒
た
ち
は
空
き
缶
拾
い
や

球
技
大
会
な
ど
地
域
行
事
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、生
徒
を
は
じ
め
保
護

者
同
士
の
交
流
も
深
い
そ
う
で
す
。

　

琴
海
中
学
校
の
す
ぐ
側
に
は
、天

正
遣
欧
少
年
使
節
の
１
人
で
あ
る

千
々
石
ミ
ゲ
ル
と
見
ら
れ
る
墓
石
が

平
成　

年
に
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

１６

生
徒
は
歴
史
に
も
興
味
を
持
ち
、墓

石
が
身
近
に
あ
る
こ
と
は
す
ご
い
と

感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
が
と
て
も
素
朴
で
素

直
な
生
徒
た
ち
。豊
か
な
自
然
の
中

で
真
っ
直
ぐ
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

●
琴
海
中
生
徒
会
か
ら
ひ
と
こ
と
！

　

明
る
く
楽
し
い
琴
中
を
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●昭和２６年開校
●生徒数　１３７人
●所在地
　多良見町舟津１８７０番地

　これはその昔、橘湾沿岸の有名な産物を取り上げ
て言ったものです。「ドーラ」は、米俵（tawara→to�ra）
が訛って発音されたものです。また、「バッチャン」は
ハッチャン（八里半）を訛って言っています。声に出
して言ってみると、なかなか調子よく言えます。

　　　　　　　　　　諫早方言の会　 神  代 　
こう しろ

 克  彦 
かつ ひこ

　高来町古場の山中で見つけ
た、珍しい形をした岩です。ゴ
リラの顔に見えませんか？
撮影者／舘信好さん（高来町）

　

琴
海
中
学
校
校
歌

一　

若
き
命
の
声
あ
げ
て

　
　

ひ
い
づ
る
多
良
の
峰
に
呼
ぶ

　
　

時
代
の
潮
ひ
ら
き
つ
つ

　
　

堂
々
ゆ
か
ん
わ
が
願
い

二　

み
か
ん
の
実
る
よ
き
里
に

　
　

学
べ
ば
か
お
る
こ
の
心

　
　

朝
夕
に
あ
た
た
か
く

　
　

手
を
と
り
あ
い
て
我
ゆ
か
ん

三　

希
望
は
て
な
き
琴
の
海
の

　
　

水
は
世
界
の
岸
つ
な
ぐ

　
　

師
の
み
お
し
え
の
一
す
じ
に

　
　

み
が
き
励
ま
ん
い
ざ
友
よ

　
　

琴
海
中
学

　
　

み
よ
こ
の
ほ
こ
り取

材
協
力
・
写
真
モ
デ
ル
／

琴
海
中
学
校
生
徒
会
の
皆
さ
ん
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�
こ
こ
に
注
目
！

　

橘
湾
沿
岸
と
有
明
海
沿
岸
の
古
墳
時
代

　
「
横
津

の
石
槨
」

と
、
隣
接

す
る
防
風

林
の
中
に

あ
る
石
棺

群
は
、
総

称
し
て「
下
釜
石
棺
群
」と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。近
隣
で
は
縄
文
時
代
後
期
、弥
生
時
代

前
期
か
ら
中
期
の
貝
塚（
下
ノ
釜
貝
塚
）も

発
見
さ
れ
て
お
り
、こ
こ
が
長
い
年
月
に

わ
た
っ
て
生
活
域
・
埋
葬
域
と
し
て
人
々

に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
「
下
釜
石
棺
群
」は
橘
湾
を
活
動
の
場
と

し
た
集
団
の
墓
地
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

周
辺
に
は
古
墳
時
代
の
遺
跡
が
少
な
く
、

有
明
海
沿
岸（
高
来
町
〜
小
長
井
町
）に
比

較
的
大
形
の
古
墳
が
多
く
存
在
し
て
い
る

の
と
は
対
照
的
で
す
。

　

両
地
域
と
も
海
に
隣
接
し
、農
業
を
行

う
の
に
適
し
た
平
地
に
乏
し
い
と
い
う
共

通
点
に
も
か
か
わ
ら
ず
、遺
跡
の
数
に
差

が
あ
る
の
は
、有
明
海
と
橘
湾
と
い
う
海

の
性
格
の
違
い
に
よ
る
も
の
か
、生
活
し

て
い
た
集
団
の
違
い
に
よ
る
も
の
か
、今

後
の
資
料
の
蓄
積
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

―
市
教
委
文
化
課
―

�
橘
湾
沿
岸
に
残
さ
れ
た
古
墳
時
代
の

　

数
少
な
い
遺
跡

　

こ
の
遺
跡
は
、橘
湾
に
面
し
た
砂
丘
上
に
あ

り
、昭
和
２
年
、 枇  
杷 
島
海
水
浴
場
が
開
か
れ
る

び 

わ

工
事
の
際
に
発
見
さ
れ
、当
時
は「
江
の
浦
貝

塚
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。墓
の
中
に
は
人
骨

３
体
が
あ
り
、１
体
に
は
石
枕
、１
体
に
は 
貝  
輪 

か
い 
わ

が
は
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。人
骨
な
ど
に
つ
い

て
は
、長
崎
大
学
医
学
部
に
保
管
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、昭
和　

年
の
原
爆
の
被
害
で
焼
失
し

２０

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
「
石
槨
」と
い
う
用
語
の
明
確
な
定
義
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、棺
を
納
め
る
た
め
の
空
間
で
あ
る

「
石
室
」と
、石
を
箱
型
に
組
み
合
わ
せ
た「
石

棺
」と
の
中
間
的
な
形
態
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。ま
ず
、大
振
り
の
平
石
で
大
形
の
石
棺

を
作
り
、さ
ら
に
こ
の
上
に
海
岸
の
丸
い
石
を

積
み
上
げ
る
と
い
う
、石
棺
と
石
室
の
中
間
的

な
構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら「
石
槨
」の
名

称
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。寸
法
は
、長
さ
１
７

３
㌢
、最
大
幅　

㌢
、最
小
幅　

㌢
で
、遺
物
の

５５

３２

詳
細
が
不
明
で
す
が
、そ
の
構
造
や
規
模
か
ら

古
墳
時
代
前
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

飯
盛
町
の
古
墳
時
代
の
遺
跡
と
し
て
は
、古

墳
時
代
後
期
の
飯
盛
鬼
塚
古
墳（
２
０
０
７
年

９
月
号
で
掲
載
）が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、飯
盛

町
を
含
む
橘
湾
沿
岸
は
古
墳
時
代
の
遺
跡
が
極

端
に
少
な
い
こ
と
か
ら
、貴
重
な
遺
跡
の
一
つ

で
す
。

�市指定文化財（史跡）
�指定日：Ｓ６３年１２月２０日
�所在地：飯盛町

▲防風林の中にある石棺のひとつ

※周辺の角柱はのちに付け
加えられたものです。

■次回予告／お楽しみいただいた「いさはやよもやま話・遺跡編」は今回で終了です。次回からは「いさはやよもやま話・宇宙編」が始まります。お楽しみに！


